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凡 例

1　とこに収録したのは，昭和53年12月末

　日現在当館で所蔵する紀行図書の内，江

戸期以前に成立した国書で写本・版本か“’

　らなるものである。ただし，若干明治以

降に写されたり刊行されたものも含んで

いる。国内旅行のものを採録することを

原則としたカミ，作業中に記録した外国旅

行のものも加えた。

2　単行書を主目的としたが代表的と思わ

れる叢書類からもとった。この場合2～

　3丁程度のもめで除いたものもある。な

お，個人の文集類からはほとんどとらな

　かった。

3　紀行図書の定義は，河出書房刊『日本

歴史大辞典』の紀行の項によった。しか

　し，実際の選別の作業に当っては，当館

をはじめとする各図書館の蔵書目録類

　『国書解題』プ『国書総目録』・地誌・紀行

関係図書目録類を参考とし，それらに紀

行図書として指定されているものは砥と

んξ収録した。地誌との区別が特に困難
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であったがそれらの図書を総点検し，担

当者の主観で選別した。又書名中に紀行

　とあるものはほとんどとった。紀行図書

の範囲をやや広げて詩歌・俳句等を中心

　としたものや絵を主としたものも若干と、

　つた。特定の紀行図書から必要部分を抄

出して，同一書名又は別書名を付して地

誌，道中記，薬草所在品等に仕立たもの

　があるが，これらは本来紀行図書とはい

わないが，ここでは一応とることとした。

4　地域分類にi当っては街道にそった国別

・の編成とすることがr般的である斌本

　稿では全国（東西に渡る広範囲の行動を

　とったもの），東国（京都から東側での広

い行動が主であるもの），西国（京都から

西側での広い行動が主であ，るもの）r蝦

夷から九州の各地方，地方の内は旧国名，

　旧国名の内は著名の地名に分けた。羽

　後，羽前は出羽国とした。本来は，足跡

　を残した地域，地名に幾つも重出すべき匿

　で毒るが，紙面の都合もあり一箇所にだ’

　けしか掲出しなかった。したがって，例』

　えぱ鎌倉は全国，東国，東海道，伊豆，

　箱根等への道すがら，ほとんど立寄って

　おり，その方面の図書も調査する必要が

　ある。他の地：域や地点を調査する場合も

　同様の事情にあるごとを留意されたい。

5　図書の記述は，原本に従い書名，次に

　原則どして請求記号，編著者名，’出版元

　等，成掌年，刊・写年，版本，写本の別，

　本の大きさ，注記め順とした。

6　書名は原本に従い，読み方はr国書総

　目録』を参考とした。’　　　　　．

7　編著者は原本によったが記載のないも

　のは，蔵書目録類や『国書総目録』によ

　り補記したものも・ある。

8　出版元は2二二はそのまま，3名以上

　は1名の名のみあげ，それに等を付して

　記した。

9　三年め記載がない場合で序文，三文，

　識語等に年のあるものは記した。成立年

　が確認できない場合『国書総目録』によ

　って年の次に小字でミ成x。』を付した。写

　本，版本の別は，写，刊と，した。

10　図書の大きさは，大，中，小で表し，

　大は美濃版以上、中は半紙版，美濃三半

　さい，小はそれ以下とした。横本は，上

　記に準じて記した。　　　　　，

11　内容紹介は，蔵書目録『国書解題』，

　地誌・紀行関係図書目録等に記載されて

　いるものを参考とした。書名から目的や

　行先の判明するもの等で一部省略したも』

　のや，又簡単な記載にとどめたものもあ

　るが，これらば決して内容的に劣るもの

　ではない事を肺ことおりしておく。

12　同一・一一地域内の排列は現代かなつかいに

　ょる書名の五十音順とした。ただし，異

　名品本は前後に排列した。

13冊数は零冊以上⑱ものだけ記レた。合

　冊されているものは，3冊’（合1冊）の

　如くに記したポ

14　〈　〉内は請求記号を示す。YDの記

　号はマイクロフィルムの番号であ局。

15　書名・著者名等の漢字は，当用漢字に

　直すことを原則とした。

16　巻末に現代かなつかいによる五十音順

　書名索引および著者名索引を付し準。数

　字は品数を示す。
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〈全国＞tllilut・IMSIIIIIIIIillllllMIIIUUiltlUllllllllll・IHII・lllllll一

あずま

東貝　　．　　　・　〈915．5－K：u869a＞・

　　（栗本）玉屑　京都　勝田喜右衛門

　等寛政12刊・大　〔一名『阿銀玉

　珂比』　近畿，東海道，関東，奥羽，

　北陸等の記〕

詠草’　「　　　　　＜g15．57N568e＞

　中島広足　天保2写．手稿本　小

　〔江戸から九州ぺの紀行〕

　　お
神の御蔭の日記

　藤井高尚　寛政10成　刊

　〔備中から江戸〕，

〈239－35＞

2冊　中

きあんぎんそう

帰漫吟艸　　　　　　　　　〈104－44＞

　神屋享（拳拳・立軒）　筑前府ゴ

　申立軒蔵版　享保7刊　2冊（合1

　冊）大　〔宝永年中東武から筑前へ

　帰る折め漢詩文紀行〕

き　か

帰家日記　　．，「　’　〈わ081－9＞

　井上通女写（「中古叢書』92冊の

　内）　〔元禄2年江戸から讃岐丸亀へ

　帰る折の紀行ゴ

き

崎陽行稿　　　　：1　　　〈鴉557＞

　伊沢旧情（三軒）層文化3写　中’

　〔江戸から長崎への漢文紀行〕

深見作左衛門著新井白石序写

大〔霧島山，不知火，阿蘇山，富

　三岳に遊ぶ漢文紀行〕

こ　はる

ノ」、春日言己　　　　　　　　　　　　　　〈126－251＞

　三宅興道　（「鳴門日記』の内）

　〔天明年中阿波岡崎の浦から播州舞

　子浜ぺ出，大阪を経て東海道を江戸

　へ帰る折の日記〕一

西遊旅謹　，　　　　　．〈104－51＞

　司馬江漢天明8成寛政2刊．5
　冊（合2冊）大　　〔江戸から長崎・

　博多等へ至る紀行〕

同　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈特7－158＞・

　江戸　鴨伊兵衛　享和3刊　5冊

　大

図画西遊諄’　　　　　　〈125－82＞

　司馬江漢　江戸　鴨伊兵衛　享和3

　刊．5巻（合1冊）　大　前書と同

　内容

西遊旅中日記’ @　　　　〈235－222＞

湖面堂主人　写　2冊　中　〔文化

　11年江戸から木曽街道を経，伊勢，「

　大和，紀伊の寺に詣で海路讃岐金毘

　羅に赴き，帰途播磨，京都を過ぎ東

　海道から帰れる紀行。三三・俳句が

　多くよみ込まれている〕』、

こうこコ

．甲午御紀行　　　　　　　，〔わ218－2＞

　山内豊雍　写・（『土佐国群書類従』

　巻101，・121冊あ内）

　　〔安永3年土佐から江戸へ至る〕・

さむしろ

小莚日記　　　　　　　〈847－230＞

　南海散人珊禾　京　銭屋七郎兵衛

　刊　大　　〔宝永元年讃岐から東海道

　を経て江戸へ至る〕

こう　し

高子観遊記 ＜139－26＞ 山道行記 ＜141L68＞
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松井三楽・備前岡山　中野孫左衛門

宝永3刊大『 k武蔵板橋から東山

道を経て備前西川ぺ帰る詩集〕

し　み
蓋氏三日言己　　　　　　　　　　　　　　　’〈190－332＞

　風律（多賀庵）　京　額田正三郎

層明和旧刊　中　　〔明和元年8月郷里

’広島を出て京，伊勢，、田子の浦回

　濃，，近江，京からIO月大阪へ至るま，

　での俳譜紀行〕

三栖意行者　、　F〈・56－28・〉

　宮川道達（一翠子）　永原屋孫兵衛

　’昌陽軒蔵板　元禄旧刊　大

　上巻『厳島詣之記』『南三三』

　下巻『吉野詣記』『乙巳行記』「会．

　　　津山水記』、

じゅうじゅう　　　　　けい

十住心回心敬紀行　　く197－185＞

　釈　心敬撰　文明3成「貞享3写

　中　　〔関西か學関東〕

三三紀行　　　　　、　　　　＜辰一44＞

　写（『三十輻』第56冊，百和香巻13

　の内）　前：書と同内容

諸国奇談漫遊記　　　　　〈197－172＞

　．昌東舎真風　辛化3刊　3冊（合1

　冊）　大　内題は周遊奇談

諸国採薬記

　植村政勝写　中

〈特1－2096＞

同　上　　　　　　　　　　く特7－390＞

　寛政2写　5冊　中

同　上

　明治43写 大

〈特1－659＞
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諸国採薬帳　　　　　　　く特1－457＞

　松井重康　明治35写　大　　『諸国採

　薬日記』の写

諸llll奇蹟談　　　　　　　く189－246＞

　植村治政　写　2’冊（合1冊）　中

　〔採薬の為諸国を廻れる折に見聞せ

　る奇事を輯む〕

諸因1巡覧記　　　　〈291。09－Ka183s＞

　貝原益軒　洛陽　茨木多左衛門　刊

　7冊　中　1・2巻『西北紀行』上・

　下．3～5巻『南遊紀行」上「中・

　下，6・7巻「続諸産めぐり』

同上’　　　　　〈238－1＞
　写（「芯無雑記』374の内）

諸lililめぐり　　　　　　　〈182－49＞

　貝原益軒　京都　：丸屋善兵衛　刊

　7冊小　1巻山城西部，三三，

　丹後，2巻若狭，西近江　3巻

　山城，河内，和泉，4巻　紀伊　5

　巻　大和　6巻　美濃関原三越前敦

　賀，7巻『摂津島上至播磨室　　〔道

　中案内記〕

すがすが

清々日記　　　　　　　　　く107－341＞

車条春枝　．文久元序　写　中　　〔江

．戸から長崎へ至る紀行〕

旅日記　　　　　　　　　〈186－66＞

　文化13成　写　3冊　小　　〔江戸か

　ら東海道を京に入り摂津，播磨を経

　て讃岐より寒芸・．周防に至り・帰路

　丹波，丹後を過ぎ京に出，中山道を

　江戸へ帰る〕



ちよくこ

三三日録　　　　　、　　』〈わ081－4＞

佐藤　坦（一斎）　写　．（「明遠館叢

　書」38冊め内）　　〔文化8年韓国聰・

　使来朝め節接見のため，林述斎が江

戸から津島へ赴ける折の日記に付て

　作文せるもの〕

露の朝顔　　　　　　　　一〈830－109＞

　横山桂子　稿本　5冊　中’露の朝

　顔，旅路の花，盧の葉風，t三明の．

　月，東のつと等を収める　（和歌・

　紀行〕

東西遊記　　　　　　．　〈145－144＞

　橘　春暉（南難）　京都　著屋儀兵

　衛等　寛政7－10　刊　20冊（合10

　冊）．　中　　『東遊記』5巻，後篇5

　巻，『西遊記』5巻，続篇5巻’〔諸

　国巡遊中に見聞した奇観異聞，、旧情

　風俗，気候，産物等の同異を詳細に

　記す〕

同上　　　’〈915．5－Ta944t＞

　江戸末期写　、5冊

東西遊雑記　　　『．　　　〈110－87＞

　古河辰（古松軒）　天明8自序

t写15冊tt大〔『東遊雑記』と「西

　遊雑記』を合本したもの〕．

郷伊勢への旅を始めとし南海，山陽，

九州，「山陰，四国，東海の全国を巡

歴して元禄2年伊勢に帰るまその前

後7年両全行程3，800西里の俳譜紀

行）

同　上

　刊5冊（2冊欠本）大

〈141－70＞

はん

梁游余録　『・．〈わ915．5－i＞

　吉田桃樹（訟訴）　稿本2冊大，

　〔天明8年から寛政12年の間江戸か

　ら伊勢，大和，四国，中国地方を廻

　りたる紀行〕　　，　‘『　　　、，『

同　上

　稿本　7冊　大

同　土

　写　6冊　大

回游余録次回

　写　大

〈830－201＞

〈213－330＞

〈839－94＞

ひとよはな　　　　　　　　〈228－37＞

　海量　天明元自序大阪　河内三三

　兵衛等　文政2刊　中　　〔五畿内か

　ら嵐山，琵琶湖，塩釜，・立山，鳴門，

　博多等を廻れる和歌紀行〕

徳永種久紀行　　　　　　〈213－422＞

『徳永種久　柳亭種彦蔵本からの写

　大．〔元和3年筑後柳川から京，大

　阪を経て江戸へ至れる紀行〕

日本行脚文集　　　　　　　〈201－26＞

大淀三千風’元禄3刊“7冊　大

　〔天和3年仙台から北陸道を経℃故
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真淵紀行　　　　1　　　　〈237マ215＞

　賀茂真淵雨中〔「道行ぶり』

　『西帰』の2種を収める〕

回游文集

　平沢元后．（旭山）

　京　万笈閣　3冊

　紀行集〕

　　〈183－159＞

明治年間刊　東

小　　〔各地漢文



漫三文草　　・　　　　tt〈鴉3485＞

　平沢元榿（旭山）　明治年間刊　東

　京　直証閣　弘化4序　3冊　小

　題籏　漫遊文集　前書と同内容

妙海道の記　　　　　　　　〈836T26＞

　釈学海写26巻10冊中性
　1～3巻都のつと，第4～．8巻

　伊勢路の日記，第9～工1巻　奥の家

　つと，第12～13巻　越の雪踏，第14

　巻　越路の月見，第15～16巻　都の

　追つと，第17～19巻　新路の日記

　第20～22巻　播磨路日記　第23～26

　巻　奥の三つと

　〔安政慶応年間の紀行〕

遊記類纂・　　　　　　　，〈103－87＞

　明治19年脱稿写2冊中・〔荻
　生郷軍の『峡中紀行』等諸家の諸国

　漢文紀行29：篇を収める〕

　のうしょう

遊嚢掌記　　　　　tt　〈198－15＞

　大郷良則（信斎）享和元成写

　50冊（合25冊）大巻1～3武蔵，

　巻4ん6　東海道，巻7’伊勢，志’

摩，紀伊巻8　紀伊，摂津巻9
　摂津，山城，・巻10　摂津，播磨，備

　前　巻11　備中，備後，安芸，周

　防，長門，巻12　豊前，＝輩後，日

　向，薩摩，巻13　薩摩，大隅，肥

　後，肥前，巻14　肥前，筑後，筑前

　巻15筑前，長門，周防，安芸，讃

　岐，備中，播磨，淡路，和泉，山城

　巻16山城，大和，巻17大和，巻

　18　大和，山城，近江，巻19．山一

　城，近江，巻20　近江，美濃，尾

　張，三河，遠江，武蔵，相模，巻21　L

　武蔵，甲斐，相模，伊豆，巻22　武

　蔵。．下野，上野ジ巻23　越前，加

7

賀，巻24加賀，越中，越後，層下

．野，下総，陸奥巻25越前ジ近

江，信濃，武蔵，相模

三編日録　　　　　　一　　　　　　　　　＜102－64＞

　海老名綱（翅斎）．江戸　須原屋源

　助等’文政4成天保6刊　2冊1

　大〔江戸から京を経て四国へ至る

　漢文紀行〕

ゆうほう

有方録　　　　　　　　　　1わ081－4＞

　広瀬典（蒙斎）　写（r明遠野叢

　書』：第30～32巻の内）．　〔著者が林

　大学の命に依り三文晃と共に京畿へ

　入り帰途更に南陽，西海，四国の諸

　州を歴遊して江戸払帰りし折の記〕

ゆききのしば

往来芝　　　　　　　　　　〈127＿53＞

　樺島公評（三三），尚友舎蔵版　嘉

　永5刊大　〔文化13年の久留米一

　江戸間往復の記〕

理斎旅日記・・　‘　　　　〈104－328＞

　志賀　忍（理斎）　寛政11成　写

　中　　〔寛政10年江戸から長崎へ至る

　紀行〕

理斎帰路旅日記　　■　　．〈112Ll19＞

　志賀忍（理斎）寛政12成写

　大〔長崎かち江戸へ帰る折の紀行，

　前書と対になって往復紀行となる〕

〈東国〉・一…1・IllilMlt11［tltllllIHISI［11HIIIIIHIIIIHIIIUIlllI8

　ぎぬ
麻衣

　西田直養　写

　の内）

あずま

東紀行

　　　　＜i83－384＞

（『不忍叢書』第4冊

〈249－224＞



原　道一（黙斎），文政12識　写

中　　〔京から奥州松島往復の’H記に

して和歌等をよみこんでいる〕

歌二丁吾妻紀行　　　　　「＜191－76＞

　（谷p）重以　京都　万屋喜兵衛蔵

　版元禄13和3冊（合1冊）tt中

　〔三三風の絵入，京から江戸へ達せ

　るもの〕

　じ
東路旧記　　・’　　〈91515－Su695u＞

　文政7写　中　　〔香川景樹の東への

　紀行を門人が写記したもの〕’

あっまの旧記　　　　　　’〈124－9＞

　烏丸光広元和4成　写・（「日光山

　紀行』の内）　〔京から東海道を江戸

　へ下る〕

同，上　　　　　　　く138・一23＞＜子一4＞

　写（r扶桑拾葉集」巻28の内）

あっまの道の記　　　’　〈わ9工8－2＞

　t　（仁和寺僧正）尊海　天文2年二成

　写（『扶桑三葉肇』第4冊の内）

　〔京から近江，美濃，尾張，三河，

　遠江を経て駿河富土に若しもの〕

　じ、東路のつと・　　　’．　　＜238－1＞

　弓長旧くr三宿雑記』235の内），

　　〔駿河国丸子の庵を永正昌年出立・幽

　，東海道を経て関東各地を歴遊せる折

　の記ゴ

東の濫行　　　　　　　　〈わ918－2＞

　（雛屋）立三田（「扶桑三葉集』

　第12冊の内）tt〔東海道を下る記，

　俳句多し〕・

東の関下　　tt　，〈わ91S二1＞

　（西山）宗因写（「今古三葉』第

・・冊φ内）懊州か黒戸へ都言e・

　俳句多し〕

向　上　　　　　　　　　　〈わ918－2＞

－写　（『扶桑三葉集』第12冊の内），

　　　つ　　と
吾妻の都登　　　く110＝1，24＞〈196－71＞

　西浦祐賢　大阪　扇屋利助等　文化

　9刊　2冊（合1冊）　大　　〔大阪

　から東海道を江戸へ，帰路中山道を

　経て戻る。和歌をよみこむ〕

8

同上　　　　　〈238－1＞
　写（「三宿雑記』234の内）

同上　　　　 〈お918－1＞

　写（r今古残葉」第8冊の内）

そんかい

尊高；僧正紀行　’　　、　　　〈127－1＞

　刊（r群書類従』巻339，175冊の内）

　前書と同内容

吾妻旧記　　　　　　　　〈196－171＞

　釈　三三　元禄7写、大　　〔文明17

　年の北陸，上野，下野，相武への紀

　行，多くの歌をよみ込む〕

北国記行　　　　　　　　〈857－132＞

　尭恵二大前書と同内容

北国紀行

　写木前書と同内容

〈138二70＞

同上　　　　　・＜127－1＞
　刊（「群書類従』巻336，173冊の内）1



吾妻の道の記　　　〈138－23＞＜子一4＞

　豊臣勝俊（木下長三子）　天正18成

　写（『扶桑三葉集』巻29中の内）

あずま

吾嬬二二　　．　　　　　＜183二299＞

　貝原益軒，谷重遠著京都柳枝

　軒高刊’享保6刊　小，．〔京から江

　戸へ至る紀行，益軒の『吾妻日記』

　と谷重遠の『東遊草』とを潤色合巻

　したもの〕

あっまめくり　、　　　＜わQ81－10＞

　写（『燕石十種』第38冊の内）　｛奥

　三三ノ岡から江戸へ至る記〕

いほぬし　　　　’　　『丁〈238－1＞

　釈増基写（『三宿雑記』228の
　内）　　〔熊野・遠江等への紀行〕

伺　　上　　　　・　　　　　　　　　　　　，、〈127－1＞

　刊（r群書類従』巻327，ゴ69冊の内）

熊野紀行、　：tt　　　　〈124－230＞

、写　（『三三叢書』巻30の内），前書

　と同内容

同上　　　〈138－23＞〈子一4＞

　写（『扶桑三葉集』巻3の内）

十六夜日記　　　　　　　　く197－26＞

　二仏尼　洛陽　林『和泉　万治2刊

　2冊（合1冊）　中　、〔京から東海

　道を経て鎌倉へ至る〕

同　上

　近世写本　中

同　上

ぐ140－239＞

＜127－1＞

㌔

刊（r群書類従』巻332，171冊の内）

’同　上　　　　　　’〈138－23＞〈子一4＞

　写（『扶桑三葉集』巻12の内）

いざよひの日記　　　　’＜915．44－ih＞

　洛陽林Et和泉万治2刊2冊
　大　前書と同内容

四仏尼鳴くたり　　　　　　くち一7＞－

　写（r輪油叢書』第34の内）　前書と

　同内容

二仏尼海道記”　　〈わ081－2＞

　写（「書記群類』第3冊の内）前

書と同内容

いっし　こつ

．乙巳行記　　’　　　　　　〈166－281＞

　平岩仙桂　旧くr拾遺意三三』の内）

　　〔京から東海道を江声へ下る漢文紀

　行〕

　う
羽相紀事　　　　　　　　〈107－146＞

　星　千之　嘉永4成　写　中　〔出，

　羽へ出張め際の紀行で書中に和歌多

　し〕・

紫下記　　　　　　　　一t　〈127占1＞

阿仏尼　刊』（『群書類従』巻331，

　171冊の内）大『〔京から遠江へ至

　る往復の記，歌を多くよみ入れてい

　る〕’

うたたねの記・　　　　　　〈238－1＞

写（r鶯宿雑記』231の内）　前書と

　同内容

同・上　　　　 〈138－23＞〈子一4＞

　写（『扶桑三葉集』巻12の内）一

一一「

X讐



うちで　@　　　　　ヒ　へ

打出の浜の日記　　　　　　〈146－20＞

　烏丸光栄　延享4年烏丸家本からの

写　　〔延享3年京・江戸間往復の日

　記。往は東海道，帰りは中山道を経

　る〕

関東道の記　　　『　　　　〈わ918－1＞

　烏丸光栄写（『今古三葉』第32冊．

　の内）　前書と同内容

う

むまやったひ　　　　　　　〈111－25＞

　写中〔文政5年の東海道の紀行〕

おい　　　こぶみ

策の小文　　　　　　　　　〈188－121＞

　松尾芭蕉　京　井筒屋庄兵衛，井筒

　屋宇兵衛　宝永6刊　中　〔貞享4

．年江戸を立ち鳴海，伊勢，吉野，高

　野山，和歌浦，奈良，大阪，須磨，

　明石を遊覧した折の俳譜紀行〕

笈の若葉　　　　’　　　〈107－205＞

　（摩幽幽）三三　正徳5刊　中

　〔晶晶が越後高田から涼菟を伊勢へ

　送って近江に至る句日記に諸家の四

　季発句，連句を添えたもの〕

雲遊虚血『　　　＜183－311＞〈署鳥177＞

　関　襲（赤城）　江戸　須原魚蝋兵

　衛　一風館蔵版・享和元三、　3冊

　（合1冊）（鴉177は巻1のみ）　小

　〔北陸及び木曽街道め漢文紀行〕

　　　い
雲遊文蔚　　　　　〈141－92＞＜鴉178＞

　墨庵（大任）　江戸　須原屋茂兵衛

　享和2刊　5冊（合2冊）　大　付．

　『神道契』　．〔江戸から近畿地方へ

　の漢詩文紀行〕

えきき

亦三三　、　　　〈183－309＞〈鴉224＞

　小原忠寛（鉄心）　慶応3刊　3冊

　（合1冊）　小　　〔慶応2年美濃大

　垣から江戸へ至る漢文紀行〕

おくの細道　　　　　　　〈103－158＞

　松尾芭蕉京浦井徳右衛門三文

　政5刊　3冊（合1冊）　中

同　上

　刊’小

同　上

東京松三三
　18刊　大

〈わ915．5－5＞

　　　　〈138－68＞

其角堂蔵版　明治

奥の細道　　　　　　　　・＜120－87＞

　文化12刊　（r芭蕉翁七六』の内）

小野蘭山先生採薬志

　小野蘭山写中

〈特1－2171＞

遠遊紀行・　　　　　　’　〈237－273＞

、山崎　嘉（闇斎）　明暦4駿　刊

　大　’〔明暦4年京から東海道を経て

　江戸へ至る漢文紀行〕

同上　　　　 く鵯1877＞

　刊　（『垂加草』4巻の上の内）

一一@10　一

おもひのままの日記補遺　　〈831－71＞

　高橋仙果　稿本　中　〔東海道を大

・井川から江戸へ〕

尾張某君侯随従旅日－記　　〈1247230＞

　惟馨写（『桜園叢書』巻73め内）

　〔江戸から東海道を尾張へ〕『



改元三三　　　　　　　　　〈111－31＞

　大田南畝　享和元成　写　2冊　大

　〔江戸から東海道を大阪へ至る〕

改元紀行　　　　　　　　　〈847－92＞

　二大三三には「三山人改元紀

　行」とあり

廻国雑記　　　　　　　　　〈127－1＞

　　　　　　　ぱ　道興　刊　（『群書類従』巻337，174

　冊の内）’　〔文明18年京から北陸，

　関東，東北地方への紀行〕

伺　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　く145－150＞

　刊　5冊（合3冊）　中　表紙に宗

　総記国記とあり

蒲生三郷紀行　　’　　　　〈127－1＞

　蒲生三郷　刊　（「群書類従』巻339，

　175冊の内）〔天正20年奥州から中山

　道を経て京へ垂る〕

鴨長明海道記　　　　　　　＜857－74＞

　鴨　長明　飯田忠兵衛寛文4刊

　2冊大，〔京から鎌倉へ赴きたる

　道の記〕’

同上　　　〈915．45－K：a321＞

　東都　須原屋市兵衛，西村源六　寛

政元刊　2冊中

鴨長明海道旧記　　’　　　〈238－1＞『

　写（『三宿雑記』別録37の内〉

同上　　　　　〈238－1＞．
　写’（『三宿雑記』233の内）

海道記1　　　．　、　〈わ915．4－2＞

tt源　光行　刊　（『群書類従』巻330）

　〔貞応2年京都から鎌倉へ赴ける紀

　行，歌を多くよみ入れている〕

同上　・　　　・〈127－1＞
　刊　（r群書類従』巻330，170冊の内）

鹿島立，一一日記　　　　　〈別4－16＞

　鬼沢大海自筆本大〔鹿島から
　東海道を経て伊勢，奈良，長谷，吉

　野，三等を廻り帰路中山道を戻る〕

霞の友　　　　　　’　　　＜238－1＞

　松平定信　写　（「三宿雑記』345あ

　内）　　〔安永5年江戸から奥州白河

　への紀行〕

長明二三　　　　　　　　く200－77＞

　鴨　長明　飯田忠兵衛　天保5刊

　大　前書と同内容

同　上

　写　大

＜139－156＞

雁かね日記　　　．　　　　　　＜140－85＞

　三河三太忠（海若子）　松濤舎蔵版

　天保9刊　2冊（合i冊）’大』

1〔相模，伊豆，駿河の紀行〕

簸かはごろもの記　〈・・4一・6・〉

　鉄格子波旧著　中井三江，丹羽三三

　画’大阪　河内屋太助等　文化5刊

　2冊（合1冊）　大「〔東海道及び

　奥州漫遊の記〕

河内降登の記・　　　　〈228－221＞

　英清・安政6義義3冊（合1
　冊）　大　　〔天保9年往路中山道，一

一11Lへ



　帰路東海道を経て江戸・河内間を往

・復の記〕

関東海道記．　　　　〈138－23＞〈子一4＞

　源通村　元和8成写（「扶桑

舎営』巻30のゆ〔恥ら江戸
、昏至る〕　　．

関東海這記　、　　＜138－23＞．〈子一4＞

　藤原（飛鳥井）雅康写．（『扶桑拾

　葉集』巻22め内）　、〔明応＄祝辞か

　ら小夜中山往復の紀行〕

富士歴覧記　　　　　　　　　く127－1＞』

藤原（飛鳥井）雅康　刊　（『群書類『

．従』巻335，173冊の内）　前書と向

　内容

り三献録　　　　．　　　　　　．　　，　　　　＜…葛鳥3075＞

　上甲礼写（r酉游記程』⑱内）

　〔平削11年江戸から甲州経由富士を

見るの記〕

紀行右よし野　　　　　・〈189－180＞

　猶　貫　写　中　絵入り　〔浪華か

　ら大津に出，木曽街道を日光に詣で

　ついで江戸へ遊び，東海道を帰路に

　つく〕、

きさらぎ紀行　　　　　　　〈863－179＞

　傘露　安永4刊　中　　〔播磨かち江

　戸への町回紀行〕　一

き　そ　”

三図紀行　　　　．’　　』〈183「159＞

　平沢元榿（旭山）．刊　（『漫游文集』

　第1冊の内）　て大阪から木曽街道

　を江戸ぺ至る漢文紀行〕

肝12白

木曾路三三　　　　　　　　く831－54＞

　三眠堂稿本大〔近江草津から
　関ケ原，美濃細久手を経て木曽街道

　を越後二本へ至る〕

木曾路野馬1

　貝原益軒』正徳3初刊

　左衛門　宝永6刊　小

　記にちかし〕

〈特1－2805＞引

京　茨木多

、〔道中案内

三木町徽　　　く・66－22・〉

　立羽不運著　遊画斎澗伯画　享保15’「

　刊　7冊（合3冊）　中　〔享保15

　年不角が法眼の官位受領のため江戸，

　から木曽街道を景ぺ回る略譜紀行〕’．

木曾の紀行　　　　’　　＜焉4－272＞

　文化7写中　〔文化2年江戸がら．

　木曽街道を京へ至る〕

き　び

癸未紀行　　　　　　　　　〈110－84＞

　林　信勝（羅山）　風月三智　正保

　2刊大〔寛永20年10月江戸から

　京への漢文紀行〕

きセまう

騨姦日記　　　　　　　〈107－291＞、

　河崎良佐（敬軒）著　山本　珪編

’大阪　藤屋弥兵衛等　文政3刊　中

　〔文化12年菅茶山を送りつつ江戸か

　ら東海道を伊勢へ帰る漢詩文紀行〕

きよう

旧庵紀行　　　　　　　・　、〈211－143＞t

　堀正意（杏庵）’写・中〔「無題』

　（尾張から三島へ至る）r東行日録』’

幽（尾張から戸塚へ至る）r帰尾日記』

　江戸から尾張へ至る）　「中山日記』

　（尾張から中山道を日光へ至る）の

　4編からなる〕



狂歌旅枕

　　　　　〈別言京一158＞＜Y・D・1－205＞

　野々村信武詠　菱川師三三　江戸

　おやお橋本問屋　漕田屋　天和2刊，

　2冊（合1冊）　中

五山駅程見聞雑記　　　’＜101－97＞、

　林奎文房著　小林百枝写』嘉永三晃

　2冊（合1冊）　大、．〔江戸がら掛

　川へ赴けるもの。特に富士山に関す

　る記事が最も詳しく絵が秀逸〕

草まくら　　　　　　　　　〈237－362＞

　右回四望　写　2冊　大〔文化元年

　江戸から近江日野辺への往復の記〕

けんざん　’

堅山難i場道中記　　　　　〈182－184＞

　写「小〔万延元年江戸から甲州街

　道を身延山，秋葉山，豊川稲荷へ詣

　で更に鎌倉，江ノ島を見物して戻る

　日記〕

元和七年九月紀行　　　　　く111－89＞

　写大’〔江戸から東海道を京へ至

　る紀行〕．

こう　し

庚子道の記　・

　　　　＜915．5－Ta593k＞・〈132－113＞

　（白拍子）三女著　浩水浜臣三五

　戸，小林新兵衛，英平吉『文化β刊

　大〔尾張から江戸へ至る〕

　　やまぶ　み
こしの山婦美’　　　　　〈214－38＞

真鯉院（加賀宰相室）　嘉永2写

　中　　〔天保9年江戸から金沢への紀

　行〕

髄御上京道記　　　　　　〈三図412－36＞

　右回尚早写横長大本絵入
　　〔文久3年藩主上洛に供奉の記〕

さいき
三帰　、　　　　　　　　〈237－215＞・

　賀茂真淵　（「真淵紀行』の内）　〔京

　から遠江〕

西上記　　　　　　．　　〈209－633＞

　中井積善（竹山）　写　中　　〔安永’

　元年江戸から京へ赴く漢文紀行〕

同上　　　　 〈104－182＞

　刊　（『東征稿』附録）

こうしん

甲申旅日記　．　　　　　　〈111－32＞

　小笠原長保写大〔文政7年江

　戸から相模，伊豆への紀行〕

こう：9一ん

岬駿道中記

　吉田兼信　写　小

　行〕・

こえん

潮齢紀行

　立川図幅小
　尾張への漢文紀行〕

　　〈245－207＞．

〔文政13年の紀

　　〈鴉1021＞

〔江戸から故郷

31瓢

同　上

　写・中

再遊紀行

　山崎闇斎（嘉）

　万治2成『大

　の漢文紀行〕

ぐ署鳥1938＞．

　　　　＜1067141＞・

京　武村市兵衛．

〔江戸へ再遊した折

同上　　　　 く鵠1877＞

　冊（r壁塗草』4の下の内）



西遊紀行三三　　　　　　’〈103－108＞

　熊坂定邦（三州）寛政4成写（抜

　葦）　中　〔東国から京への漢詩文’

　紀行〕

西遊紀程．　”＜106－100＞〈11，1－47＞

　大槻清崇（磐渓）　江戸　山城二佐

　兵衛等天保2成　2冊く合1冊）

　大付『三浦筆語』・『磐渓詩稿』

　〔江戸から京，大阪，奈良，吉野等

　への漢詩文紀行〕

同上　　　　〈鴉3075／3＞
　上巻のみ写，付「帰献録』

同上　　　　　〈238－1＞
　写（r鶯宿雑記』232の内）

諸国採；薬記　　　　　　　〈特7－391＞

　大窪昌章　手稿本　中　不完

同上　　　　 〈特7－387＞

　大窪昌章　明治7　戸田寿三二　中

所歴日記、　　　　　　　．〈197－213＞

　石出帯刀（常軒）　写1中＼〔寛支

　4年江戸から東海道を伊勢，山城，

　大和に遊び有馬へ赴く〕

i　　　　　　　　　　　・　N

さらしな日記　　　〈138－23＞〈子一4＞

　菅原孝標野写（「扶桑三葉集』巻

　6の内）

同上　　　　　〈127－1＞
　刊て「群書類従』巻328，i69冊の内）

更級日記

　近世後期写　大

〈101－31＞

出京記　　　　tt　　　　　〈229－20＞

　米良　倉J（東嬌）　写　（『引回三三』

　の内）・　〔京から中山道，甲州街道

　を経て江戸へ至る〕

しょうこう

・正広日紀　　　．　　　　　〈127－1＞、

　釈正広’刊　（「群書類従』巻336，

　173冊の内）　〔文明5年大和二瀬か

　ら駿河へ至る紀行，富士山の記事が

　多くまた歌をよみ入れている〕

向　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　〈わ918－1＞

　写（r今古残葉』第8冊の内）“

一一’
@14　一一

同　上

　写　2冊　大

〈139－49＞

白河紀行　　　　　　　〈わ915．4L4＞

　（飯尾）宗砥写（『続群書類従』

　巻18の下の内）　　〔筑波，日光．那

　須，白河等の紀行〕

真光院紀行　　　　　　　　〈237－352＞

　写中巻尾に大田南畝自筆の解題

　あり

じんじゅつうえきし

壬戌干役志　　・　．　　　〈お081－4＞

　増島固写（『明遠館叢書』：第’

135，36冊の内）　、〔享和2壬戊子i著

　者が二条城守備の任に当り，江戸か

　ら東海道を経て京へ赴ける折の紀

　行〕

壬戌紀行　　　　　　　　〈181－236＞

・大田南畝写2冊中〔享和2
　年3月公用を終って大阪から木曽路

　を江戸へ帰る〕



すうてい

弓庭紀行　　　　．　　　　〈鵠1686＞

　児玉雅（晋庵）幽文政7写小

　〔尾張から京へ親孝行せんと赴ける

　もの〕

せい

西征日記・　　　　　　　＜832－221＞

　杉本，良（三園）　自筆稿本　中

　付『回想紀行』〔文化7年歓喜

　法親王に従い東海道を京へ至る漢文

　紀行〕

宋雅道すからの記　　　　〈200－42＞

　飛鳥井宋雅（雅繍写大付
　r水無瀬殿御奉納百首和歌』　　〔応

　永34年越前へ下向する時の紀行〕

そうぎょく

領分紀行　　　　　　　　　〈213＿375＞

　山口吉房編　伊勢’柏屋兵助等　須

　受能耶蔵版　文化12序　大　〔『紀見．

　のめくみ』　『なくさのはまつと』よ

　りなる■「

　ぞヴずピココ

・相豆紀行　　　　　　　　〈237－270＞

噛池領（衡砂東都妬心亭蔵
　版’寛政3刊・大付『海岳雑詠』

ぞうちょう

半長手記　幽・　　　　　　　〈127－1＞

　弓長　刊　（『群：書類従』巻336i　168

　冊の内）　　〔三冠伊勢，．奈良、，京

　等の紀行〕

　　の’旅路廼日記

　鈴木重嶺

書』巻41の内）

を大阪へ〕

粥
毛M
命
の旅

　　　　　　〈124－230＞

文久3成　写　（「桜園叢

　　　〔江戸から中山道

〈126－d178＞

一一　15　一一

三枝斐子（土屋茅淵女）　文化4成

写中〔文化3年江戸から和泉国
へ至る〕

旅のひとつ　　・　　　　〈107－147＞

　二布編天明6成、刊　中　’〔江戸

　から故郷三河の父母や旧友をたずね

　たる折の往復俳譜紀行〕’

ちゆうま

中馬紀行　　　　　　　　　』〈166－115＞．

　青木鳳毛（重隆）　嘉永2成　写

　（r五霞楼叢書』の内）　　〔江戸から

　甲斐，駿河，三河，尾張を経て伊勢

　桑名へ赴ける漢文紀行〕

ちよくき

暉歩…妃録　　　　　　　　　．　一　　　’　〈166－115＞

　小野損庵　写　　（『酔霞楼叢書』の

　内）　　〔天保11年伊勢桑名から越後

　柏崎へ赴ける漢文紀行〕

つるしば

鶴招集　　　　　　　　　〈189－207＞

　（鈴木）道彦三編　享和元成　刊

　7冊（合2冊）　別名道彦七部集

　〔享和元年士朗が三兄三池を伴い江

　戸へ赴いた折の道の記を道彦が代作

　したもの〕

潭彦七部集

　前書に同

てっかん

轍環録　　　　　　　　　〈166－115＞

　広瀬政典（蒙斎）　写　　〔伊勢桑名

　から尾張，三河，駿河，甲斐を経て

　江戸へ達せる漢文紀行〕

東回道の記　　　　　　．　〈238∠11＞

　天保9成写中〔京から江戸に
　至：り帰途越前へ赴きし紀行〕

c



東奥紀行　　　　　　　　〈111－276＞

如凹都購玉）固織（合
　1冊）　中　　ご享和3一年伊勢から江

叫東北騨巡礁紀行〕

東海紀行　・　　　’　　　〈鵠2698＞

　縢　辰之（三三）　二三壼嬰批評

　延宝3旧刊大〔弓張から江戸
　への漢文紀行で和歌をよみこむ〕

，東海道之記　　　　．　　　＜107－49＞1

・写中　〔江戸から東海道を京，伏

．旧地群近し〕

東海道之記　　　t・　　〈わ918－2＞

　小塊政一（宗甫）写（『扶桑残葉’

　集』第8需の内）　．〔江戸から東海

　道を京へ〕

向上一　　　、　〈わ918－1＞

　写（r今古三葉』第10冊の内）．

　　ゆうのうも

・髄游嚢　　幽　儒2697＞
　安達　修（清河）著　三盆孟玉，左

　鳳子温品　天明5序　刊　木　　〔江

　戸ρ’ら奥州〕・．

東註記・　『tt〈わ9・8一・〉

　釈沢庵写（『今古三葉』第10冊

　の内）♂〔東海道を上京の記，詩歌

を卿剣・
』同上・　　、　　　’〈わ918－2＞

　写・（『扶桑三葉集』第2冊の内）

＝繭締　　・・〈ip9・5・・4一・〉

　源　直行　近世写　大　　ξ仁治3年

　京から鎌倉へ至る紀行，歌を多くよ、

　　　　　　　　　J　　一　　　汚しf6㌣

　みこむ〕

同　上　　　　　、．〈138一？3＞＜子一4＞．

　写（『扶桑三葉集』巻11の内）「

同上　　　 t〈127－1＞

　刊　　（『群書類従』巻331，17i冊の

　内）

東行日記　　　　「’〈141－98＞〈鵠4110＞

　松井可楽　京’福森兵左衛門　備前

　岡山　中野孫左衛門　元禄11最大

　〔寛文7年播州から江戸へ至る間ρ

　漢詩文を収める〕

東行筆記　　　　　　　　　〈198一169＞

　湯浅元素（鴬山）　大阪　河内屋茂

　八等　明和2三蹟　明和4刊　横長

　中　’〔郷里岡山から武州河崎へ至

　る〕

　　　　　　　　　　）

東綴記，　　　〈・4・一99＞

松荊楽備前剛中騒左衛門
・宝永2刊　大　・〔寛文7年播州から．

　江戸へ至る紀行で和歌をよみこむ〕

東国紀行　　　　　　　　　L＜141－72＞．

　（谷）山鼠写大〔天文13年京

　から東海道諸臣を遊歴P・∫江戸へ至・

　る〕

同’上　　　　　　　　　〈127－1＞

　刊　（『群書類従』巻340，175冊の

　内）

同　上　　　　　　　　　　《238－1＞

写（『三宿雑『己聯卿、一



東国三道記　、　　　’　くわ918－1＞

　細川幽斎写（「今古三葉』第8冊

・の内）　　〔天正18年小田原征伐従軍’

　の記，文中和歌多し〕

同上　　　　　〈238－1＞．
　写（r鶯宿雑記』234の内）

同上　　　　　〈鴉2743＞
　平安　林野兵衛等　文化12刊　大

東武再往日記

　藤井癩斎　宝永2識

　から江戸へ〕

　　〈229－2＞

写　中　〔京

東山日記　　　　　　・　・＜141－69＞

　松井三楽　大阪　河内屋宇兵衛　同

　岩国屋徳兵衛享保6刊・大．〔江

　戸から東山道を播州への漢詩紀行〕．

東征稿　　　，　　　．　　〈104－182＞

　中井積善（竹山ン　細井平州批評

　安永2成　刊　大　付　『西上記』

　〔安永元年4月堀田侯を護衛して京

　から東海道を江戸へ至る漢詩文紀

　行〕

　　　　　　　へ、

同上　　 t〈鴇2731＞〈鴉2732＞

　東都　青雲堂（鵬2731）東京　名山

　閣（鴇2731）　安政2序　小

　せい
東山続録　　　　　　　，　　＜125－31＞

　安積信（艮斎）　耕雲斎蔵版天
　保11序　中　　『三三三三」と四刻

　〔岩代，下腎常陸三国の勝を記す

　漢文紀行〕．

遠江の道の記　　　〈138－23＞〈子一4＞

　釈’旧基写（『扶桑三葉集』巻3
　の内）　〔京から遠江へ三歳るもの〕

東藩日記　　　　　．　　　〈140－97＞

　茅原元三（虚斎）　京菱屋孫兵衛

　等　文化3序　刊『大　　〔京から東

　海道を江戸への漢文紀行〕

一17L

、東遊記　　　　　　　　’「くせ一35＞

　’平秩東作（立松東回）　写　犬

　　〔江戸から奥羽・蝦夷への紀行〕

同上　　　　 〈145－149＞

　平門東作（立松東蒙）　天明4自序

　写　2冊　中

　　ぎひつ
回游戯筆　　　　　　’　〈鴉2686＞

　山田　禎（栄祥）　無着書房　鏡湖

　楼蔵版　文化8刊　大　（『三三三三

　筆』万一ン　　〔伊勢から江戸への漢

文紀行ゴ

東遊雑記　　　　・　　　’〈W258－1＞

　古河辰（古松軒）天明8平野
　2冊　大・　〔天明8年幕府の巡検使

　に随行し奥羽・蝦夷を巡回せる折の

　紀行〕tt

’同　上

　写　5冊く合2冊）　大

〈141－88＞

羅塊大町範の日記

　　　　　〈915．　5－Ka159n＞　〈839－95＞

　香川景樹　皇都　出雲寺文治郎等

　嘉永3刊　大　　〔江戸から伊勢〕

永野氏紀行　　　　　　　　く229－226》

　永野孫次郎写4冊（中3冊

つ



　横長中1冊）、　内容　大阪一一ee記；

　西行日記，西京独案内，利根三社神

　田霊記　　〔弘化から幕末，明治初期

　の紀行〕

なぐさのはまつど　　㌧　〈2．13－375＞

　本居大平　三層（r三冠紀行』の内）

　　〔鰍6年宣長縦い紀帆’嘩経
　て江戸へ至る〕

那久佐の浜都登　　　　　　〈140－60＞

　本居大平　写　大　前書と同内容

なぐさめ草　　　　、　　一＜238－1＞

　萩正徹　写『（「三宿雑記』層231の

　内）　　〔応永25年京から近江を経て

　美濃に入り，京へ戻る〕

向上・　．　　〈127－1＞
　刊（「群書類従』巻334，172冊あ

　内）　　　　　　　　t一　t

．同上・　　〈138－23＞〈子一4＞
　写　（「扶桑拾葉集』巻22の内）

入京記　　　　f　　　　〈229－20＞’．

　米良　倉（東回）写　（『三崎塞録』

　の内）　　〔江戸から東海道を京へ〕

はじめてあっまにいきける道の記

　　　　　　　　　く・38－231〈子一4＞

　豊臣勝俊（木下長三子）　写　（『扶

　桑厚葉集』巻29中の内）

i春OP曙　、　・　＼　　ぐ三図181－31＞

　烏丸光広　須原屋茂兵衛．寛永12成

　元禄6刊　2冊（合1冊）中，〔京・

　から東海道を江戸へ下る〕

　　　　　　　　　　　　　　　　一18一

同tt 縺@　　　　　　〈138－23＞〈子一4＞

　（r扶桑三葉集」巻28の内）

武甲三遠巡回日誌　　く125－235＞

　平尾猪之吉写　中

ふじなみ

藤波記　　　　　　　　　く239－17＞

　飯塚正重　写　大　　〔明暦元年江戸

　から中山道を大阪へ赴く紀行〕

ふ　じもの　や

不二廼家記行　　　　　　』〈104－151＞

　藤田家寛清寡大

　　　さねとみ
藤原実寒紀行　　　　　・〈わ915．5－2＞

　押小路実富写中〔文政4年江
戸から伊勢奈良，大阪，京等への

　紀行〕

ふたくさ日記　　　　　く111r230＞

　小林元雄編　江戸　万二二　英平吉

　文化6刊・中’　〔加藤千蔭の『香

　取日記』村田春海の『三三の記』の

　二種からなる〕

平安紀行　　　　　　’　〈132－176＞

　太田持資（道灌）　写　（「緯扶桑拾

　葉集』第3冊の内）　　〔文明12年東

　海道を京へ赴ける紀行，歌を多くよ

　み入れる〕－

同上　　　　、＜127－1＞
　刊、（「群書類従』’巻336，173冊の

　内）

同上　！　　　・〈206－52＞
　写（r朝風意林』3の内）

同上　・．　　《238－1＞



写　　（r三宿雑記』232の内）

へいしん

丙辰紀行　　「　　　　〈わ915．5－3＞

　林道春（羅山）二条通観音町

　風月三智元和2成寛永15刊大
　〔元和2年江戸から東海道を経て畿

　内各地を巡遊，比叡，大津へ至る〕

北道遊簿

　〈919．5－N233h＞＜111－55＞〈鴉3422＞

　長戸譲（得斎）　江戸　須原屋源助

　天保10序　刊　2冊　大　〔文政12

　年美濃から飛騨，越中，越後，奥州

　を遊歴せる漢文紀行〕

北陸道三三　　　　　　　　〈831－53＞

　鶴中印　稿本　2冊　大・付　「旧

弊峰山道之記』〔串羽から北
・陸道を京へ至る道の記。挿絵あ1り〕

まさとき

忌辰道の記　　　　　　　〈211－599＞

．正辰天保6成写中　〔江戸か

　ら中山道を近江へ至る〕

　　あけぼ　の
窓の明保野　　　　’　　　〈132－210＞

　釈似雲写料〔享保15年から
　同16年にかけて京から伊豆三島，陸

　奥松島，信濃国号名所を巡覧せる折

　の紀行。和歌を多くよみ入れている〕

窓の曙　　　　　　　　　　く112－143＞

　写2冊（合1冊）大前書と同
　内容

伺上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈わ918－1＞

　写（『今古残葉』第25冊の内）

道の記 〈んニー67＞

一一@19　一r

糸糸井宇源次旧記　政芳画　宝暦12成

巻子本　2軸　　〔宝暦12年信州小諸

から伊勢，大和，京，大阪等往復の

記にして，ほとんどが絵である）

みち奥日記　　　　　　．〈188－394＞

　三三，二日坊京　たちばなや治兵

　衛　宝暦13成　刊　中　　〔伊勢安濃

’津の二日坊が回議を伴ない東海，東

　山の各地を歴遊したるもの，文中俳

　句多し〕

道の幸　　’　　　　　　〈238－1＞

　屋代弘賢寛政4成写（『三宿雑

・記』87冊の内）　　〔寛政4年柴野栗

　三等と共に諸家の古筆を模写すべき

　命を受け江戸から東海道を京へ回る

　折の往復の記〕

道行ぶり　　　　　　　　　〈わ918一1＞

　賀茂真淵　写　（『今古三葉』第34冊

．の内）　　〔江戸・浜松往復の記〕

同‡．　　　　くわ918－2＞
　写（r扶桑残葉集』第17冊の内）

同上　　　　 〈237－215＞

　写（r真淵紀行』の内）

三ツの山巡　　　1　　　　〈211－251．〉

　文政6直写中　〔文政6年白山，

　立山，富士山の登山紀行〕

都のつと　　　　　　　　く191－610＞

　釈宗久近世写　中　〔観応年町

　名所を探りて東国及び奥羽べ下り夫

　より京へ上る。歌を多くよみ入れて

　いる〕　　　　　　　　　　　　　、



同上　　　　　　　〈138－23＞〈子一4＞

　写（『扶桑三葉集』巻15の内）

中島広足　文久元　手稿本　大

〔熊本から航路難波へ至る〕

同上　　　　　一〈午一11＞
　大田南三二写本　大　「扶桑拾葉集』

一からの写

伺．上　　　　　　　　　　〈12ワー1＞

　，刊一　．〈『群書類従』巻332，’171冊の

．内）’

もちつき

望月日記．’ @＿＜237－156＞

堀内　徽写，大　〔文化4年君侯．

，：ζ従い江戸から京今赴ける紀行〕

ゆきのしらかわ
雪・白　P可集　　　．　　　　　　　　　　　　　〈103L216」〉一／

　：、（曇花房）三九編　京　橋屋治兵衛

　享保12序’刊　d2冊（合1冊）　中

　〔享保11年春より1年余り北陸路か

　ち奥の細道の旅を逆に辿った道の記

　で，帰り．には伊勢参宮をしてお二丁

　も行なっている〕．

．夢路の日記　　　　　　〈124－230＞

　鈴木重嶺　写．（「桜園叢＝書』巻41

　の内）　　〔天保13～14年江戸から東

　海道を大阪への紀行〕

がんゆう

二三紀行　　　　　　　　・〈鴇147＞

　宇都宮三三．（旧庵）　摂州大阪書林

　宇兵衛　宝永元刊　大　　〔京かち故

　郷岩国へ帰る時の漢文紀行〕

紀行津々はたち　　　　　　〈190－7＞

　猶貫話中，g宝暦5年中国1
　四国，九州への紀行〕

九州の道の記’ @　＜138－23＞＜子一4＞

　豊臣勝俊（木下長二子）　写　（『扶

　桑拾葉集』巻29上の内）’　〔天正20z

　年豊太閤が肥前名護屋へ進発せる折

　に随従せる記〕

同上　　　　　〈238－1＞
　写　　（「虚宿雑記」、234の内）

九州みちの記　　　　　　〈839『93＞‘

一細川幽斎薗部河内屋長兵衛文

　政6刊大〔天正15年丹後から伯

　誉へ至り，乗船しで山陰西海の沿海

　を経て薩摩，．：豊後へ至り・大阪ぺ帰る

　までの記，和歌連歌多し〕

〈西国＞miE・lllllllll畳！Ill川llll川1川川川1川川川川1　川　Ill三川ll塁

・醤矯ヲ子紀行、　．、・＜…一2＞

　岡西惟中・天和3三三3冊（合’

　1冊）．大　〔天和元年妻順女をな

　ぐした二三が我・とわが身を慰めるた

．：め翌年夏から冬にかけて四国，中国

　へ旅行した折の記〕

うすきり く915：’5－N568u＞

一＝．：．．　2．0　．

．九州道の、記　　　　〈915．5－H717k＞

　慶応元年藤原成綱写　大前書と同

　内容　　　　　　　　　∫

同上　　　 『　〈127－1＞

　刊　　（「群書類従』巻338，174冊の

　内）

同上　　　〈138－23＞〈子一4＞

　写，（f扶桑拾葉集』巻26の内）



　　ゆうさい
’細川幽斎道之記　　　　　　く125－81＞

　写　大　前書と三内三

音んによ

兼如筑紫道記　　　　　　　く830－180＞

r兼如慶長3成江戸末期写か大

　〔慶長3年石田三成と共に京から大

　阪を経て筑紫へ下りし紀行〕

西国順礼道芝記　　　　　　〈101－177＞

　文政10成　写　6冊』大　　〔江戸か

　ら関西への順礼紀行〕

さい
西遊糸己そ『『　　　　　　　　　　　　　　・＜212－144＞

　一斎主入（梅牙）　文化3写　大

　〔関西紀行〕

たじまゆしま
但馬湯島道之記　　　　　　〈209一捻6＞

　河合備陽　享保18刊　小　’〔享保13

　年大津から京、丹波，丹後を経て湯

・島へ至り，播磨を過ぎて備前へ帰る

　道中案内記〕

筑紫道記　　　　　　　　　＜127－1＞

　（三善）宗砥　刊ヒ（『群書類従』巻

　336，173冊の内）　　〔文明12年大内．

　政弘の招きにまり周防山口ぺ下り，

　それより筑前地方を遊覧したる紀行

　で和歌連歌をよみ入れたもの〕

同上　　　　 《238せ〉

写（r三宿雑記』232の内）

西遊雑記　　　　　く141r89！
　古論　辰（古松軒），写　6冊（合

　’2冊）大〔天明3年の中国及び

　九州への紀行〕

西遊日記』 @’1　　　＜111－104＞

　新宮涼庭　駆竪斎蔵版　天保元成

　刊　中’〔丹後与謝から肥前長崎へ

　至る漢文紀行〕

もようさい

小西遊草　　　く鵠472甲〉〈鴉472乙〉

　対合　離（斗南）’大阪　藤屋弥兵

　衛　寛政7刊　大　〔摂津から讃岐，

　へ至る漢文紀行〕

摂西端遊談　　　　　　　〈147－147＞

　秋里籠島大阪藤屋九兵衛等文

　化7序　嘉永7刊　3冊（合1冊）

　中　　〔三酉諸国歴遊中の奇話を集め

　たもの〕

一21一

三国九州紀行

佐藤信三民中

〈235－296＞

東遊稿　　　　　　　　　　く鵠2685＞

　広瀬謙（三三）　写3冊中
〔九州から中国地方への漢詩文紀

行〕

聾土豪記　〈・・5・・32・Ki235・〉

　紀　貫之’名古屋　松屋善兵衛等

　文政3刊　犬

同上　・　　　’〈i27－1＞
　刊　　（『群書類従』巻327，’i69冊の

　内）．

同上　　　く138－23＞〈子一4＞

’写　（『扶桑拾葉集』巻2め内）

同上’「 @　　・〈わ218－2＞

　（『土佐国群書類従』巻99，ユ19冊の



内）

t、t ﾂ門日記　、：　　、　＜126－251＞

　三宅興道天明6三三回付
　　『小春日記』層　〔尾張から美濃路を

　兵庫に出で阿波へ渡る〕

南四脚　　　く2・9－7・2＞

．道範　嘉永4刊　大　　〔道範三三梨

　が仁治4年讃岐国へ配流せられた時

　の記にして弘長元年赦されて高野山

　へ帰るまでの記〕

同上　　　　くわgi5．4－2＞
　刊　　（r群書類従』巻330の内）

同上　　　　・一／〈127－1＞
　刊　（r群書類従』巻330，170冊の内）

同上　 ’， @・〈238L1＞
　写’（『三宿雑記』231の内）∴

はくゆうまんさい

回游回漕　・　　〈67－237＞＜鵯3047＞

三宅・』邦（三園）＼京都　平野屋太

　兵衛等　文化11刊　2冊　小　　〔京

．から対馬へ至る漢文紀行〕

花のしたぶし　　層く915．5－N568h＞

　中島広足安政4成．手稿本　5冊
　大　　〔長崎から船路大阪へ出，京，’

　奈良，吉野等を遊覧した折の記〕

平沢元三（旭山）　刊「（『漫游文集』

第1冊の内）　〔播磨から豊前ぺ至

る舟路漢文紀行〕

松浦の紀行　　　　　　　〈わ918－2＞

　春山　写　（「扶桑三葉集』・第8冊の

　内）　　〔大阪，住吉から船路長門辺

　の紀行〕

同上　　　　 〈わ918－1＞

　写（r今古残葉』第36冊の内）

漫遊稿　内篇外篇　　　　　く鴉3482＞

　富田大鳳（日嶽）享和元成写

　中　．〔九州熊本から近畿辺への漢文

　紀行〕

漫游日記　　　　　　1、・＜119－86＞

　花房　駿　刊　大　　〔文久元年佐賀

　を出てから京阪へ遊び長崎を経て帰

　る〕

道ゆきぶり　　　　く138－23＞〈子一4＞

　源貞世（今川了俊）　写く『扶桑拾、

　葉集』巻15め内）　　〔建徳3年京か

　ら山陽道を周防赤間関ぺ至る。文中

　和歌多し〕

同上　　　　　〈127－1＞
　刊　　（『群書類従』・巻333，172冊の

　内）

はるのかり　前西帰　　　〈W119r11＞・

　中島広足写大〔大阪から船路
・四国を経て葺後国鶴崎へ着，陸路熊

　本ぺ帰る〕

はんかい

汎海紀行， 〈183－159＞

＝　22一

同上　　　　　〈238－1＞
　写（r鶯宿雑記』229の内）

も　くず　コ

藻屑　　　　　　　　　　〈わ918－1＞

　藪氏母写（『今古三葉』第40冊の

　内）　〔豊後から京へ舟路往復の記〕



　よし正紀行　　　　　’　〈183－384＞，

　　写（r不忍叢書』第10冊の内）

　　　〔江戸から伊勢京，大阪，回忌等

　　へ至る〕

〈蝦夷〉一川川川川1川川川川川川1川川1川川三川ll川川1

　石狩日誌　　、　　　　　〈特1－324＞

　　松浦武四郎　多気添上蔵版　万延元

　　識　大・　『東西蝦夷山川地理取調紀

　　行』の1つ

　一蝦夷日記　　　　　　　　　　く239－43＞

　　谷元旦（文苑）写3島（合1
　　冊）大〔寛政11年松車信濃守信

　　明に随行せし折の日記〕

　蝦夷紀行　　　　　　　　〈13g－107＞

　　谷　元旦（文才）　写　2冊（合1

　　冊）　大　前書と同内容

一t同上’一 @．　〈145－152！　一

　　写2冊（合1冊）

，螺i蔑日誌　　　　『＜124－24＞：

　　，松浦武四郎　多気志楼蔵版　万延，

、lll期輔’22冊（合・・冊）1中年U

・嶺鷹野」1繕聡塞
　　日誌』，’『後方羊蹄日誌』，　『十勝日

　　誌』，『三二日誌』，　『納二布日誌」，

　　　『知床日誌』，r東蝦夷日誌』，『二二

　　夷日誌』。

　　　　しまぶみ　蝦夷の島踏　　　　　　　　　くほ一12プ

　　福井芳麿　享和元成　文化11訂正

　　写3冊大〔享和元年官命を受
　　け松平忠明等と共に東北地方を経て

　　蝦夷内地巡検：の記〕’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一

おくのみちくさ　　　・　〈145－154＞

　福井芳麿　写　中　繭書と同内容

えぞのてぶり　　　　・　　〈さ一23＞

　菅江真澄　写　砿真澄1遊覧記』第35／．

　の内）

えみしのさへき　　　　　　〈さ一23＞

，記録真澄　写　（「真澄遊覧記』第34’

　の内）

きせい

三山蝦夷紀行　　　　・　〈145－115＞

　児山紀成　写　3冊（合1冊）．中

　　〔文化5年江戸から蝦夷のエトロフ

　へ赴ける紀行〕

・北蝦夷余丁’ @　　　　　＜特1－332＞

　松浦武四郎　多気志楼蔵版　安政7

　践大〔安政三年の樺太紀行〕

くすり

三塁日誌　　　　　　　t，〈特1－73＞

　松浦武四郎　多気志楼蔵版　万回忌

　序大『東西蝦夷山川地理取調紀

　行』の一つ．〔クスリ（二三）から

　前山岳，ヒホロ（美幌），アバシリ，

　摩周岳等へ〕

しりべ　し

’後方羊蹄日誌　　　　　　，〈特1－246＞

　松浦武叩郎　多気志楼蔵版　安政6

　識　大　　r東西蝦夷山川地蓮取調紀

　行』の1つ　　〔虻田から，トウヤを

　経てシリベジに登り，ルウチシ，セ

　ニハコへ至る〕

たんか

三二録　　　　　　’　　．＜鴉2456＞

　横井豊山安政3写中　〔幕命に
　より諸有司と共に南北蝦夷地を巡視



．せる折の日記。漢文で記され詩を挿

む〕

　　　　　　　　　　　　〈127－188＞「

　　　　　　　　　　　　＄冊　中

　　　　　　　　　　　　クナシリ「

　等へ視察に赴ける折の往復紀行〕

とかち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・＋勝購，怖備・吻、
　松浦武四郎　多気志楼蔵版　万延元

　序’中　　r東西蝦夷山川地理取調紀

　行』の1つ．〔石狩からビエベツ（美．

子別）・輝て；フ夢ヌイ催良野）

馳から＋勝，ヲペレベレヌ（帯広）か

　ら河口のヲホツナイ（大津）へ至る〕

同　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　〈141－148＞

　写2冊（合1冊）中
てじお

天塩日誌　　　　　　　　　〈特1－334＞

　松浦武四郎　多気世理蔵版　文久2

　践大『東西蝦夷山川地理．取調紀

　行』の一つ　　〔天塩川を遡行したる

　紀行〕　『．

　’1
とうきよう

東嶺半弓　一

　成石修安政4成写
　〔江戸から北海道，樺太，

　にそうだんき

二里課奇　　　　　　　　〈144－166＞

　久保田三遠，新三間翌文化7序

　写5冊（合2冊）．中〔『北三日

　記』と『北嵯小録』からなり蝦夷千

　島を視察せる時の見聞記〕

のさつぶ
納三布日誌　　　　・　’、　〈特1－64＞

　松浦武四郎　多気志楼蔵版　万延元

　立大．『東西蝦夷山川地理取調紀

　行』の一つ　　〔厚岸から舟でキイタ

　ップへ，陸路入ナサキ，納三布，ネ

㌧モロ（根室）へ至る〕・・．

東蝦夷日誌　　　　　　　　〈特1－843＞

　松浦平四郎多気志楼蔵版　5冊

　（初篇から7篇め内，4・6篇を欠

　く）　大t／「東西蝦夷山川地理取調

　紀行』の一つ

ひろめかり

　菅江真澄　写

　の内）

　　　　　〈さ一23＞

（『真澄遊覧記』第27

茜蝦夷高島日記　　　’　〈145－155＞

　写4冊（合2冊）㌧中〔西蝦夷
　高島べ官命を似って往復せる折の日

　記〕’

松前紀行　　　　　　　　　〈111－gO＞

　堀田正敦文化5成文政6写「大
　〔文化4年若年寄堀田正敦が台命に

　より松前へ赴きし折の往復紀行〕

西蝦夷日誌　　　，　　　　’J〈特1－261＞

　松浦武四郎　多気志楼蔵版　5冊

　て初篇かち6篇の内，ら篇を欠く）「

　大『東西蝦夷山川地理取調紀行」

　の1’つ

同．上　　　　　　’　　・＜特1；262＞幽

　第3編あみ　多気志楼蔵版　大　前

書の第3編と同本・

一　24　＝一

陸奥紀行　　　　　　　　　〈239－19＞

　堀田正敦’写　大　前書と同内容

ゑぞ道記

　堀田正敦　文政元品

書と同内容

松前比高　　　　・．

　均斎　弘化3写　中

　〈231－231＞

3冊　大　前

〈署鳥3479＞



み　ぞ　う　き

未曾有記　　　　　．　’　＜145－153＞

　遠山雨隠寛政11成写2冊（合

　1冊）　中　　〔寛政11年幕府の命に

　より蝦夷視察のため江戸を3月に出

　発，9月に帰着するまでの日記〕

弓張日誌　　　　　』“　〈特1－318＞

　松浦武四郎　多気志楼蔵版　万延元

　年忌大『東西蝦夷山川地理取調

　紀行』の一つ　　〔夕張川を遡行した’

　後下っ『て，千歳へぬけ白老へ至る〕

〈東北地方＞lllEll：lllltlllllllElItllMllllllSllllllUI川II岬・ド

厘地方諸国にわたるもの

奥羽名所の記行　　　　　く190－368＞

　石井脩融文政12自序暑中、

奥艸1筋巡見自分目記　　　　1156－85＞

　天明8成写　4冊（合2冊）　横

　二二　　〔天明8年江戸から奥州諸国

　巡検の日記〕、

おくのみちぷ　み
三三潭富美　　　　　　　・〈1，95－139＞

　歯並主人写大巻5～巻9のみ

続奥之保曾道蝶i遊　　　　〈141－103＞

　十無居士（山崎北島）　京都　西村

　比高右衛門　武江　西村源六蔵版

　刊　3冊（合1冊）　中　　〔元文31

　年江戸から松島へ奥の細道の跡をし

　たニレ・遊ぶ言己〕

東面紀行　　　　　　　　〈111－74＞

，長久保赤水　門人長三三訂正，標注

　　　　　　　　　　　　　　　幽幽一25一

大阪　森本太助等　水戸　長久保氏

蔵版　寛政4刊，大　付　　「北越七

言』　　〔宝暦10年7月常陸から奥州，

石巻岱至るまでの漢文紀行。挿絵あ

り〕

赤水先生東奥詰行一〈919．5－N146s＞’

　長久保赤水．門人’．長言　行訂正，

　標注　寛政3序　三木　前書と同

　内容

三塁記行　　　　　　　　〈198－205＞

　幽写　横長　中　．〔道中案内記〕

同上　　　　 〈165－106＞

　写横長小前書と同内容

東北遊日記　　　’　　　〈166－192＞

　吉田松陰大阪　河内屋吉兵衛慶

’応4刊、2冊（合1冊）　中・〔嘉

　永4年12月同志と共に奥羽地方を巡

　遊し佐渡にも渡った時の漢文紀行〕

東遊紀行　　　　　　　　　〈831－73＞

　原　義胤（徳斎）　自筆本・中

　〔文政8年東奥遊覧の記〕

一みちtく紀行　　　　　　〈1g6－125＞

　　釣月享保2成写大〔江戸か
　　ら奥羽へ〕一

　みちのく
　陸奥日記．、’・　　　．〈214－61＞

　　央斎文政完序　写　中　〔江戸か

　　ら奥羽〕　「　　幽．

　むつおんせんによくするき

　浴陸奥温泉記tt　．　　　．＜826－55＞

　　小宮山昌秀’（楓軒）　文政10成　自

　　臨本　3冊大（『小宮山叢書』の



むつちどり

陸島　　 『　　〈167－106＞
　（太白堂）桃三編　京寺町　井筒屋

庄三四碑西村学賄元
　禄10祓．刊　5冊（合2冊），　中

　　　　　　　　　　　　　　　　、　〔二途が懊の細道」の跡をたど？

　て江戸から奥州各地を旅したもの〕

ゆうおうれき

游奥暦上・†　　　　〈183「　159＞

　平沢元榿（旭山）　，刊　2冊（上は

「灘文剰第珊の内・下は聯
　2珊の内）　　〔上は江戸から陸奥．

　下は松前から出羽を経て品品への漢

　ド　文紀行〕

　笥

塵甲1
oそとが浜づたい 　くさ一23＞一

藩臣騨旧記』第31

bがるのおちv　　　　　　〈さ一23＞、

　菅江真澄　写　く『真澄遊覧記』第31

　の内）’　　　1

『1こしきのはま　　　　　　　　〈さ一23＞

　富江真澄　写　（『真澄遊覧記』第33

　の内），　　　　　　　，一　，

陸奥の紀行　　　　　”　〈106－247＞

∵』畔4輸ら卿
雪のもろ滝　、t　　　　　　lくさ1　23＞

　、菅江真澄　写　（『真澄遊覧記』第33，

　の内）L

一：：　，26　一一　．

塵亘
　尚血芸術道之記　　　　　〈249－222＞

　　佐竹義和文化6写中’（佐竹侯

　　の阿仁銀山紀行〕

　阿仁の沢水　　　　－t　　　ぐさ一23＞

　　菅江真澄　写　（『真澄遊覧記』第42

　　あ内）

　羽艸1山形道の記　　　　　〈103－139＞．

　　加藤長房か　天保10写　中　〔江戸

　　から出羽山形へ〕

　う　ら　、　　だ　き

宇良の宇多幾　　　　　、くさ一23＞

　　菅平真澄i写　（『真澄遊覧記』第38

　　の内）

　お　が
　男鹿の秋風　　‘．　　　　〈さ一23＞

　　蜀江真澄写（『真澄遊覧記』第38・

　　の内）

　男鹿の寒風、　　、　　　　〈さ一23〉唱

　　菅平真澄　写　（『真澄回覧言己』．第41

　　の内）

　男鹿の春風　　　　　　　　〈さ一23＞

　　菅野真澄　写　（「真澄遊覧記』第40

　　の内）

　おがらあ滝’　　　　　　くさ一23＞

　　二三真澄　写　（『真澄遊覧記』第39

　　の内）

、カ》すむ月星　　　　　　　　くさ「23＞

募騨∵騨1己即



しげき山本　　　　　　　・〈さ一23＞

三江真澄　写　（『真澄遊覧記』第37

　の内）

すすきの出湯　　　　　　　〈さ一23＞

　三江真澄　写　（「真澄遊覧記』第37

1の内）

せいがい

清街筆i記　　　　　　　　　〈104－231＞

　哲阿弥（三三）　写（「叢書料本』

　23の内）　　〔出羽能代の紀行〕

　　　いまちのつきみ
大平山居待月見の三三　　　〈さ一23＞

　菅江真澄写（『真澄遊覧記』第41

　の内）

月の出羽路　　　　　　　　　〈ざ一23＞

』菅江真澄　写　（『真澄遊覧記』第1

　～14の内）

出羽の道わけ　　　　　　　く183－390＞

　三江庵翠風慶応3成写　7冊
　小

にえのしがらみ　　　　　　〈さ一23＞

　菅江真澄　写』（『真澄遊覧記』第42

　の内）

ひえのむらぎみ

　菅江真澄　写

’の内）

まきの冬がれ

　三江真澄　写

　の内）

　　　　“くさ一23＞

（『真澄遊覧記』第40

　　　　　くさ一23＞

（「真澄遊覧記』第28

みかべのよろひ　　　　　　〈さ一23＞

　三江真澄　写　（『真澄遊覧記』第42

　の内）

雪の秋田根　　　　　　　・〈さ門23＞

、三江真澄　写　（『真澄遊覧記』第＄7

　の内）．

雪め出羽路・

　菅縫真澄　写

　～25の内）

　　　　　〈さ一23＞

（『真澄遊覧記』第15・

雪のふる道　　　　　　　くと一13＞

　津村正恭（旧庵）　寛政2成　写

　4冊（合2冊）’中　〔天明8年の

　冬江戸から雪の道を秋田城下まで旅

　遷し」翌寛政元年滞在同2年帰府〕

雪の道回雪の出羽路　　　tt〈零一23＞

　菅江真澄　写　（『真澄遊覧記』第36

．の内）

田中円

いわてのやま

菅江真澄写

　の内）

於久6うらうら

　菅江真澄写
　の内）’

おくのてお1り』

　野江真澄　写

　の内）　　・・

おろちの巻

即吟真澄写
　の内）

　　　　　〈さ一23＞『

（『真澄遊覧記』第30

　　　　　くさ一23＞

（『真澄遊覧記』・第28

　　　　　〈さ一23＞、

（『真澄回覧記』第30

　　　　　くさ一23＞

（『真澄遊覧言己』　第29

一　27　一



牢泉諸遊記

　平沢元亨（旭山）写

　第2冊の内）．

　〈183－159＞

（r漫遊文集』

う

まきの朝つゆ　　　　　　　〈さ：23＞

　菅江真澄　写』’（『真澄遊覧記』：第29

　の内）tt．

匝国1
あきゆう

秋保日記　　．　！　『　、〈191－713＞

　富田以実　寛延4三蹟一三　中

　〔秋保村の温泉へ赴きし紀行〕『

鎌崎入湯の記　　　　　　〈127－148＞

　伊達吉村　写　中　付　　r日光山紀

行』等諸島．

4人と塩釜・松島を遊覧した折の漢

文紀行。幽詩文挿絵あり〕’

をしまのとまや　　．　　〈141－94＞

　細井三民（平州）　天明8成弓鳴

　館蔵版　天保2刊　2冊（合1冊）

　大〔米沢から松島・塩釜への和歌

　を多くよみいれた紀行〕

游千賀記　　　’　　　　　＜183－159＞

　平沢元榿（旭山）　（『漫游文集』第

　2冊の内）　〔塩：釜社参詣漢文紀行〕

松島紀行　　　　　　　　く107－196＞・

　（方鏡閣）千梅　元文4刊　中

　〔元文3年江戸から日光，那須，松

　耳聞へ歴遊したる三三紀行〕

傘華山口幅　　”　　　＜197－229＞

　藤原広泰　嘉永4成　写　中．〔こ

　の紀行は仙台を出て牡鹿郡渡波の宿

　を発するより始まり，大金寺弁財天

　に詣するに終る〕’t

登金華i山面　　　　　．　〈183－159＞

　層平沢元三（旭山）．（『灘遊文集』第

　2冊の内）・．

やくもがそう
八雲出血　　　　　　・　．1＜191－600＞

　伊達吉村　享保5写　中　〔領内巡

遊の紀行文5種を集めたもの〕

塩釜・松島

えんしよう

二丁二丁　’〈191－678＞〈鵠242＞

　古梁南山（三眠）　’仙台　伊勢屋半

　右衛門t’tt江戸須原屋茂兵衛　文化

　’6刊　中　〔文化2年8月辺黄美等．

ww@28　r

松島紀行　〈別図109－126＞〈Y　D　一216＞

　朴斎道也’安永7自序　自筆本　中

　〔江戸がら松島〕丁

松島紀行　　．　　　　　　〈205－273＞

　平井行蔵　寛政8序　刊　大　　〔仙

　台から松島へ遊ぶ漢文紀行〕

松島行記　　　　　　　　，〈216－g1＞

捕奉　覚　写　中　　〔嘉永5年江戸

　から松島へ遊ぶ漢文紀行〕

遊松島塩釜三井詩　　　　　〈213－60＞

　吉見幸和（恭軒）、延享3成、自筆

　本大〔漢文紀行〕

游松島記　、　、、　　　〈183＿15g＞

　平沢元三圏（旭山）　（r回游文集』第

・・ Q冊の内）　　〔漢文紀行〕『



遊松島記’　　．幽　　　　く120－90＞

　細井徳民（平州）1明和β成天保

　8写』・小　〔上杉鷹山侯に聴せられ

　てその顧問となった細井平州が，明

　和8年米沢かち松島へ遊んだ折の漢

　文紀行ユ

松島日記　　　・　　’，　　〈わ91S－1＞

　写　（『今古生葉』第2冊の内）

同上　　　　 〈わ918－2＞

　写（r扶桑三葉集』第1冊の内）

松島道之記　　　　・　　　〈209－663＞

－三三　刊　中　〔宝暦13年蕉露を伴

　ない，木曽路かち松島に遊び江戸か

　ら東海道を上り帰嘉した紀行，おも

　に松島の美景描写が中心〕

遊歯痛録　　　　　　．　　〈103－271＞

　松崎　復（謙堂）　刊　（「三三来紗』，

　の内）’2冊（合1冊）　中　〔文

　政元年，江戸から松島，塩釜近辺に

　遊ぶ漢文紀行〕，

［二階1

四季のみかり　　　 　1＜112－166＞

　沢田名四，野矢三方著　西郷近思編、

　写大・〔会津中将容敬の桜狩，’川

　狩，紅葉狩，鷹狩の4篇を臨む〕－

〈関東地方＞Ill…MllSI！llUI［11111HllllUIMilll：1111tllUll・t

1関東地方諸国にわたるも・］

あめのいわぶえ

天石笛旧記tt　　　　』　〈848－157＞

　宮内嘉長　石上竪通文化13成　写

　中　〔平田篤胤が文化13年下総高浜

　村の八幡宮に詣で天石笛を得た次第

　を門人2人越記述したもの〕

同上　　　　　　〈ち一7＞・
　写　『（『輪回叢書』1了の内）

いぬしんさんが

犬新山家『 @　　〈229－62＞．

　湖十　享保18刊　中　　〔江戸から箱

　根，伊豆，鎌倉をめぐり帰る二三紀

　行〕

かんこつ

換骨面略　　　　、．　　〈わ081＿4＞

　松崎復（三三）　写　　（r三遠館叢

　書』：第39冊の内）　・〔寛政6年7月

　から同年8月までの江戸から上州草

津往復の紀行〕『

き　し

癸巳紀行、　＜WA17－8＞＜YD1－29＞

　林i峯承応2成稿本中
　〔江戸から日光街道を日：光il，帰路

　足利学校へ立寄り中山道を江戸へ〕

くさわけごろも

草分衣　　　　『　　　　＜239－10S＞

　石川清純　写　中　〔嘉永5年江戸

，から那須，日光への紀行〕

げつえん

月抄写旅日記　　　　　　　〈213－324＞

　源（岡田）真澄写　2冊（合1冊）

．大　上巻　『上総日記』，『上総に再

　遊子日記』，『雨降山日記』，『杉田日

一一一@29　一



へ

記』．下巻　　『筑波日記』，『杉田日

記』，『上総に三たび怠る日記』，『上

総に四たび回る日記』，『上総に五た

び遊る日記』

講論遊録　　　　　’　．　＜106－87＞

　大槻旧記’（西磐）　三三書屋　嘉永

　6刊2冊（合1冊）大巻1
　『晃山紀勝』　巻2　『秩父行記』’t

　巻3’「三三雑誌』

’山東遊覧声　　t一　　一　〈20g構35＞

　下谷隠士葛郭　江戸　花屋久次郎

　安永8回忌同9刊・2冊　小　　〔上

　　　　　　　　　　　　　　べ　巻は江戸から小田原，下巻は鎌倉か・

　ら能見堂八景までの道中案内記〕

しゅうむへん

酬三編　　　，　，，　　’〈120－150＞

広瀬・典（嘘寝）　．谷　文題絵　文

　化3成細小〔下野，常陸，下
　総，安房を歴遊して岩代へ帰る〕

同、上　　・　　　　　　〈わ081－4＞

　写・（r明遠館叢書』1第33冊の内）

　前書と同内容

上州妙義山並武州三出山採薬記

　　　　　　　　　　　〈特1－2384＞

’小野田山・写中『

『三毛採薬録　　　一7　　　　〈特1－557＞

　宮地維則’写大〔採品目録〕、

常野採薬記　　　　　　　〈特1－1977＞

　小野三山文政6写中　〔『蘭山留
’生採薬言己』　乾巻〕’

同　上

　文久2写　三

三．上

　天保14写　中

〈特7－379＞

＜特7－378＞・

せきウよう

石弓三四　　　　．＜108－225＞〈鴉2126＞

樺島公礼（旧記）　尚友舎蔵版　文

　化13刊　2冊（合1冊）　、大　　〔，上’

　巻は各地の遊記に関する詩，下巻は

　下野常陸の漢文紀行〕

そうじょう

総画日記　　　　　　．．〈111－162＞

　清水浜臣　文化12成　写　中　　〔文

　化12年家族を伴って常陸，下総地方

　を遊覧した折の紀行〕

つくば　ね

筑波嶺日記　　　　　　〈166r120＞

　清水浜臣写　中　前書と同内容

・東遊感冒　　、　　・、　　　＜鴉2692＞

　熊谷尚之（箕山）　江都　和泉屋吉

　兵衛、平安　西村市郎衛門　宋永3

　刊　中　〔下総，常陸地方を遊覧せ

　る漢文紀行〕・

利根三社神霊記　　　　　〈229－226＞

　永野孫次郎　写　（『永野氏紀行』1

　の内）

’．南遊紀行　　　　　　　　　〈101－80＞

　高橋旧庵　日新書屋版　嘉永6刊

　大　　〔嘉永5年房総，甲州，相州，

　武州に遊ぶ折の漢文紀行〕

同　上 〈107－109＞

一30一



日新書屋版　嘉永6刊　中

奉送日記　．　　　，『，　〈188－33＞

　小山田（高田）三図　写　（r松屋叢

　書』15の内）　　〔天保115年武相各地

　の紀行〕

み　の

三野日記　　　　　　　　　〈103－32＞

　建部綾足回』中　〔江戸から上州

　・信州辺への紀行〕

野艸1紀行　　　　　〈915．5－H587y＞

　一柳千古中島旧臣（広足）三文

　化14．大

磐躍のをかさ　．〈・89－2・6＞

　有功三三中〔文化11年の上野
　下野紀行〕

匝開1
あでらもちかた

安寺持方の記・　　　　　〈辰一44＞

　岡野従（逢原〉文化2自践写
　（「新三十輻』巻の2，34冊の内）

　〔久慈郡の山奥で磐城と境をi接する

　世間とは没交渉という部落の巡回の

　記〕

いちにち

一日記

　鬼沢大海　写

　の内）

　　　　　〈BIJ4－16＞

（「鹿島立』『一日記』

　航湖紀勝　　　　〈鵯396甲〉『〈鴉396乙〉

　　藤森大雅（旧庵）　天保8蹟　刊

、　中’〔著者が土屋侯に仕えて土浦に

　　寓居する時霞浦を航して銚子に遊び

　　又鹿島に参詣した折の漢文紀行〕

山吹日記・　　’　　　・＜112－154＞

　清水浜臣　天保12写　大、〔江戸ふ

　ら川越を経，上野下野漫遊の記〕

心房総記　　　　　　　　く119－89＞

　小野三三（旧庵）写大〔安政
　4年江戸から房総iに遊ぶ紀行〕

遊毛記　　　　　　　　　．＜特1－1986＞

　小野三山写回付『日光山道之
　記』

同』上

　写　中

〈特1－2248＞

血行日記　　　　　　　〈830－202＞

　吉田三徳．安政元成写』・大　〔安

　政元年城主に従行して江戸から笠間

　へ至る日記〕

すいじょう

水城行役日記’ @　　　　、∫〈830－175＞

　川口長揺（緑野）写中〔文化

　7年水戸へ至る途中及び滞在中の景

　及び城中の行役（国史改訂御用）に

　ついて記す〕

筑波紀行　　　　　　　　〈211－550＞

　て雪中庵）三太　刊　（『はいかい新

　夏引集』の内）

三山先生採薬志

　写・中

〈特1－2171＞

一一
@31　一一“

遊筑波山記　　　　　　　　く826－56＞

　小宮山昌秀（楓軒）　自筆稿本　大

　（「小宮山叢書」の内）　〔水戸から’．

　筑波〕．



常陸紀行　：　〈111－66＞〈W249－6＞

　黒崎貞孝（回心）　大阪　秋EE！三太

　右衛門等　文政9自序　二三　4冊

　（合2冊）大「・

漫遊記談　　　　　　　　〈147－139＞

　黒崎貞孝（回心）．　文政9序　刊

　中前書と同内容

せきやど
関宿紀行，　’　　．・　〈23g－11＞

　写大〔文政工3年江戸から下総の

　関宿へ至る紀行〕

相馬日記　　　　、　　　〈200一エ03＞

　小山田（高田）三三著　北条時旧注

　江戸　釜屋又兵衛等　文政元rrj　3

　冊（合1冊）大〔文化14年下総国

　の各所を巡遊した時の紀行〕

腿
鹿島紀行　　　　　　　　　く235－21＞

　松尾芭蕉　下谷　花屋久治郎　宝暦

　2後序　刊・中

同上　　　　　〈107－54＞
　写中（『続はし三旬のわたり』と

　合本）・

鹿島参詣記　　　　　　　くW249－7＞

・竹村立義　写　大　絵入　（文政7

　年の紀行）

鹿島日記　．　　　　　　〈839－98＞

　小山田（高田）三三　文政5序　耕

　文堂　二大　　〔文政3年三戸から

　千住，我孫子，龍ヶ崎，佐原を通っ・

　て香取，鹿島に詣で，引返して銚子∫

　成田，’船橋を経て帰るまでの紀行〕

巨細’1

こがね
小金紀行　　　　　tt　　＜107－91＞

　友田次回　天保12成写　中　（『船

　橋二二』と合’1冊）　．〔天保12年江．

　戸演ら下総小金の諏訪神社参詣の

　記〕「

成田道旧記

　鈴木三三写

　から成田へ〕

　　　　〈237－87＞

中　　〔文政12年江戸

船橋早行　　　　　　　　　く215－228＞

　田口千頴天保8成写中

船橋旧記・小金紀行層　　〈107－91＞

＼友田次寛　天保12成　写　三

図
’　　g

香取日記　　　　　　、　　〈111－230＞

　加藤千蔭寛政6筆草　（『ふたく

　さ日記』の内）　　〔加藤千蔭が村田

　春海を伴って香取，鹿島，銚子へ遊

　んだ紀行で歌人一流の歌日記であ

　る〕　　　　　　　’r

同上　　　　 〈145－145＞

　刊　（r県門遺藁』第5冊の内）

1一一．rmm　l

房廼邦記行』　　　　　　〈107－289＞

　撫草庵（大西）三雲　写　三

一32一



三野国／

喜多温泉道の記　　　　　〈127－158＞

　有隣　文化4成　写　中　　〔文化4

　年白河の関手前から野州黒羽領喜多

　温泉への紀行〕

みずのにいみや

稚新宮　　　　　　　，　・　’〈や一31＞

　斎藤彦麿　自筆稿本　嘉永2成　中

　〔江戸から下野へ至る〕

壁
ごしようこう

雇高温山日記　　　〈鵯1093＞〈鴇1094＞

　木村　蔚（三三）　写　中、〔天保

　14年江戸から日光へめ漢文日記〕

紀行　　〔享保1一年江戸から日光への

紀行〕’

日茸紀行』、．　　　　　．〈229－20＞

米良倉（東面）　写　　（r使崎塞

録』め内）　　〔弘化4年江戸から日

光への漢文紀行〕

日光山紀行　　　’　　　、、〈124－9＞

烏丸光広　写　大　（『あずまの導の、

記』と合1冊）　〔元和13年東照公

の遺骸を久能山から日光へ遷した折

　に附随した記〕

同　上　　　　　　　〈138－23＞＜子一4＞

　写　（『扶桑拾葉集』巻28の内）・

遊中禅寺記　　　〈144T75＞愕島2498＞

　板倉勝明　甘雨亭蔵版　嘉永4刊

　大　付　　「補陀落湖記』，〔嘉永3・

　年の上州安中の城主甘雨亭主人板倉

　伊予守の漢文遊記である。巻頭巻末’

　・に阿部伊勢守正弘を初め諸大名の序

　駿あり〕

　　　　けんもん
E光駅程見聞雑記　　　　　〈111－228＞

　多紀安長（元三）　三三堂蔵版　天

　保14刊中　〔著者が享和2，’3両

　年上野輪王寺宮に三従して日光に参腕

　詣した折の記〕

日光紀行　　　　　　　・　〈よ一33＞

青山延光　写　中　付『日光三三旧

事』　　（天保14年将軍日光参詣の折

　に従点したる記〕

日光紀行　　　　　　　　　〈103－28＞

mx三三中飾は風甦麟

　　　　　　　　　　　　　　　ゴー33一

日光山紀行　　　　　　　　〈127－148＞

伊達吉村写（『鎌崎入湯の記』の

　内）　’〔正徳3年幕命により日光社

修繕を管理するため，江戸から赴け

　る折の往復の記〕

日光参詣旅行記　　　・　〈125－207＞

．志賀忍（理斎）　文化5成1写

　中　て文化5年江戸から日光往復の’

記〕

日光山行記　　　　　　　　〈127－295＞

佐藤i坦’（一斎）　写1（『愛日楼全

集』44ジ7綴の内）　　〔文政元年の

紀行〕

日光山道之記　　・　　　〈特1＿2974＞

岩崎常正（灌園）　手稿本　文化6

成小表題は『「日光山紀行」

同　上 〈特1－1986＞



前書と同内容写（r遊毛記』の内）

日光巡拝図誌．・　　　　　〈113－131＞．

竹村立義　文政9序　写　4冊　大

　〔文化10年江戸から日光，さらに鹿

沼1出流山，、太平山，岩船三等の霊

場を二二。図・絵秀逸〕

E光日記　　　　　　　〈Wllg－22＞

　写大（江戸から日光）

日光名勝記　　　　’　　＜20g－132＞

　貝原益軒　京　茨城多左衛門　正徳

　4刊　小　奥付に，「享保6年貝原先

　生編述自次，書林柳枝軒蔵版」とあ

　り　〔東路記から日光記に関するこ

　とを抄出単行したもの〕

はん
蓼i晃山笠＜124－25＞〈特1－779＞〈鴉3105＞

　林　培斎（早雪）　天保10序　刊

　地付r岬山吟草』　〔天保10年
　江戸から日光ぺの漢文紀行〕

ふたらのやまつと

二荒廼山裏ゴ　　　　　　　〈212一55＞

　写大〔露の道芝（成島司直）、絹

　川花見の記（鈴木重嶺），舞楽記（中

　口清蔭），不労羅日記’（源秀賢）から

　なる〕

巨野動

こうじよう

高城線行　　　　　　　　　〈鵯370＞

　松田順之忌中付『雷電三図
　遊記』・『観音山題名記』『根古屋城：吐・

　二三」・〔天保3年江戸から高崎へ

　の漢文紀行〕

　　きんどうせきもん

再遊金洞石門記 ．＜183r159＞

；34一

平沢元榿（旭出）

2冊の内）

（r回游文集』第

三胃石紀行　　　　　　　〈鴉126／16＞

　一万田、希（如水）　嘉永2写　小

同　上

　写小前書と同内容

游四万温泉記

　平沢元三（旭山）、刊

　第2冊の内）

登榛名二二

　平択元三（旭山）

　第2冊の内）

山吹日記
5

　奈佐勝三三　中

、学校往復の記〕

〈男烏126／10＞

　〈183－159＞　．

（r回游文集』

　　　〈183－159＞

刊　（r漫游文集』

山吹日記

・今城高秀　天明6成

　利学校参観の記〕

遊毛二二

　ヰ1三元榿（旭山）

算1冊の内）

盤

　　〈840－30＞

〔江戸から足利

　〈120－105＞

刊　小　　〔足

　　　〈1－83－15g＞．

刊　（『回游文集』

草津温泉既記tt　　　　　＜210－117＞

　巣雀子宝暦5成・写大．，〔尾張

　から東山道を上州草津へ至る。途中，

　め道程及び草津温泉の記事が詳細〕’4．

草津温泉游記『　　　　　＜183－159＞

　平沢三二（旭山）　刊　（『回游文集』■



第2冊の内）

草津游艸　　　　　　　く鴉126／8－9＞・

　一万田　希（如水）　天保9　稿本

　2冊小　－〔漢文紀行〕

立羽三角（立三千翁）刊　2、冊　中

〔江戸ふら川越へ赴ける俳諮紀行〕、

小野六所両社の記　　　　’＜212－175＞

　竹村立義　文政10成　写　大　絵入

伊香保

存｝香保紀行　　　　　　　〈166－277＞

　跡部良顕　享保6刊　大　　〔元禄11

　年江戸から伊香保温泉〕

pa香直言己　　　　　　　　　　　　　く166－280＞

　久松氏（中川久盛室）　写　大

　〔寛永16年の紀行〕

．伊香保道之記　　　　　　　く103－221＞

　雨中付『善光寺高欄天井観進
　疏』　前書と同内容一

伊香保のくちずさみ　　　　〈212－95＞

　山岡俊明　宝暦14成　写　大　　「橋

　立の道のすさみ』と合写　〔宝暦14．

　年江戸から伊香保〕

．伊香保の道行ぶり　　　　　く147－87＞

　　　シ　ヅ
　油谷倭文子、大阪、増田源兵衛等

　寛政2刊、大－・〔著者18才の時の

　作。行文流麗にして当時の老練の学・

　者をして驚かしめたという〕

三三伊香保記　　　　　　　〈183－159＞

　平沢元三（旭山）　刊　（『回游文集』

・第3冊の内）

1一一．．Nl

入間川屋らずの雨

川越松山之記　　　　　　く212－177＞

　竹村立義文化15成、写　2冊（合

　1冊）大〔江戸から川越所沢
　松山，秩父辺を遊歴し，沿道の寺社

　の古碑古鐘等の金石文を拓本にしつ

　つその名勝，由来を著し見取図を描

　いている〕

同　上

　文政10写　大　絵入

〈W245－4＞　，

　　ざっし
山遊雑志　　　　　　　　　〈831－82＞

　杉原　樺（半水）　天保5序　刊

　中　て江戸から高尾山への漢文紀

　行〕

三三寺紀行

　写　大　絵入

〈239－10＞

須加村如来堂紀行縁起　　　〈241：　115＞

　悟海　策逢堂蔵版　嘉永元成　刊

　大〔上野東叡山の住僧が埼玉郡忍・

　の須加村如来堂に来り勤行する記〕

杉田日記　　　・　　’　＜145「145＞

　清水浜臣　関北4成　刊　（『県門璋

　’稿』第3冊の内）　　〔文化4年正月

　蒲田及び杉田へ梅見した時の雅文紀

　行〕

　　　　　　　　同上　　　　 〈840－28＞

＜188－93＞．　　　　江戸　岡田屋嘉七等∫文化7後序

　　　一　35　一一　’

／



’刊　中

．高副潮岬　 ’〈…一8・〉

　竹村六義　文政10序　写　大　　〔文

　政10年江戸から甲州街道を八王子に噛

　出，・高尾山，石弓山に登った際の紀

　行で挿絵が多い〕

秩父記　，層　．　　　　　＜103－274＞

　竹村一義　文政10旧臣・中　絵入

　〔文政5年所沢，吾野を経て秩父に

　入り，秩父札所三十四番をめぐる折

　の紀行。挿絵が多い〕

、秩父1三拝記

　・竹村立義　写

　地2冊亡失）

つ　き

都伎山日記

　清水浜臣

　　　　〈210－313＞

1冊（3冊の回天・

大　前書と同内容、

　　　　　写・中

付近の勝を探りたるもの〕：

同　上

写．大

　　　　　　ご　　＜210－333＞

〔文化12年熊谷

〈839－96＞

ひともとの日記、tt　tt”〈214－233＞

　田沢義章，法輪篇　刊　中　　〔武蔵

　野の紀行にして武蔵野に寵する和歌

，をも集め合せ準もの〕

泊り，羽村の上水口をたずねて帰

る。挿絵多し〕

みたけ
御嶽山」石山紀行．

　竹村立義　写　大

、内容

　　〈W245－9＞　・

絵入前書と同

イみ　ほ

三保旧記　　　　　　、　・〈188－33＞

　小山田（高田）三三写（『松屋叢

　書』16の内）　　〔武州津久井郡三保

　郷の記〕

武蔵野紀行　　’　　一　　．　〈127－1＞

　北条氏康　天支15成　刊　（『群書類

　従』巻339；175冊の内）　　〔小田原’

　から武蔵野を騎行した折の紀行〕

同　上　　　　　　　〈i38－23＞〈子一4＞

　写（『扶桑三葉集』巻25の内）

同　上

　（r鶯宿雑記』234の内）

〈238－1＞

も　くさ

百草紀行　　　　　　　　〈210－315＞

　竹村立話文政10序写大〔首
　草村松蓮寺への紀行。挿絵多し〕

百草松蓮寺の記　　　　　’〈212－169＞

　竹村立義’写，大　前書と同内容．

・蕎松瞭「　tt〈83・二・7・〉　・塑

　原　正道（徳斎）『三保3成　自筆本

　大〔河原村並に玉川附近め紀行〕

・鋸諾商二七・　《101－79＞

　竹村立義　治政工0序　写　2冊　大

　絵入，〔文政10年青梅街道を御岳か

　　　　　　　　　　　　　ミ，1ら二石山た至り’，’倉沢を経て棚沢に

　　　　　　　　　　　　　　　　一36一

江戸記三層　　　　　　　’〈ib918－1＞

　釈信海写（「今古三葉』第10珊

　の内〉　〔江戸から東海道を大津

　へ〕　　　　　　　　　1〆

『同’上　　　　　　　　〈わ918－2＞



写（『扶桑三葉集』第2冊の内）

さんそん

三州一覧

　松平定常（冠山）・

　冊），中

　　’〈125－158＞

写・2冊（合1

すみ

角田川遊旧記　　　　　　　〈104－52＞

　北村三文　天保14成　写　回

すみたの道の記　　　　　〈107－347＞

　代思子等写中〔弘化5年の紀
　行〕

東都紀行，、　　　・　　〈229－302＞

　辻君之（雪洞）　享保4’自序写

　2冊　中　小宮山昌玄書入あり

　〔江戸の地理に馴れない士のために

　自ら歩いて記したもあ〕

：三野花見の記　　　　’　　＜特1－427＞

　大田南畝寛政4成写大　『好
　花坊糸桜歌三十首』と合　　〔寛政4

　年江戸市内郊外各地への花見の記〕’

　　み
春の御ふね　　　　’　　　・〈164－53＞

　　　　　　イ　成島三遍（道導）著　文政2年成島

　司直践　写　中　　〔元文5年3，月潟

　泉，葉室の両三墨田川に遊覧したる

　折の記〕

江戸近郊道しるべ　　　　　〈831－41＞

　村尾嘉陵　稿本、・26冊　中　　〔化政

　天保年間に遊歴した江戸近郊諸方面

　の紀行集。i挿絵ありユ・

トよ　も

四方の道草

　村尾嘉陵　安政6写

　中　前書と同内容

かつしか

葛飾紀行

　風廟堂　写　中

　行』の内）

　＜188－498＞

9冊（合5冊）

　　　　〈103－28＞　’

三弦三野紀

近郊紀行　　　　　　　　　〈245－2＞

　写・小　〔文政7年頃の江戸近郊へ

　の紀行〕

近郊名勝文纂　　　　　　　　〈鴉683＞

　写5冊中〔本多忠三等の漢詩
　文江戸山勝記集〕

郊遊漫録　　　　　　　　・〈134「270＞

　斎藤幸孝　自筆稿本　9冊　中・

　〔文化12ポ13年間「江戸名所図会』

　編集のための探査記録〕

小金井橋観旧記

　文化3　写　中

＜三三3920＞

ますおき

益興紀行

　黒革　写　中

＝江戸一近郊

　　　　＜199L117＞

〔観桜の記〕

こがねいばしたあそびおうかをみるのき

游小金井橋観桜旧記

佐藤　坦（一斎）

　中

　・＜特1r2632＞

文化3成写
　　〔文化3年・林祭酒に従い小忌

井に観桜した時の漢文紀行〕㌧

井の頭紀行　〈別18－19＞〈YD1－178＞

　土岐頼旨．天保7　手稿本　大

　〔天保7年，雨災の後の井の頭へ状

　況視察た赴ける際の紀行〕

一37一

小金井橋花見の記　　　　　t／＜ち一7＞

　辻知篤’写，（『玉池叢書』第9冊

　の申）、．〔享和3年小金井に観桜し

　た時の記〕



小金橋に遊ぶ辞　『　　　＜183T384＞

　写（r不忍叢書』第10冊の内）・

さそん

砂村記遊：　　．　　　　』〈鴉1904＞

　大槻清崇（四囲）　文久元三　中

　〔漢詩文紀行〕

さんさんよきょう

三半余興　　「　　　　〈性別15－11＞

　大田平畝　自筆本大』〔明和4年

　下総葛飾及び武蔵玉川に遊びたる折

　の漢文紀行〕

同、上

　写’大

玉川紀行

　平　盛時　巻子本

玉川紀行

　友田次子　天保12成

　歩』と合1冊）

〈232r259＞

〈すr48＞

＞

　　　　　　　　　写

　　　　　　　　〔天保12年江戸か

ら多摩郡押立村への紀行〕

，，〈107r87＞　一“

（『南等等

玉川紀行　 ・＜210－277＞

．成島東岳（司直）天保3成下
　’（r三池叢書⊥外集14の内）　〔天保

　3年高官に属従して江戸城から玉川

　へ遊ぶ記〕

ちょうふ

調布日記　　　，　　’　　＜214－37＞

・大田南畝　文化6自序　写　中

　〔文化536年間の著者の奉命巡行

　の記録。川崎から拝島・八王子に及

　び，金石文をも加え，現状沿革を日

　記体に述したもめ〕

．同上　　　　くW119－27＞
　　（r東海雑纂』坤の内）　前書と三内

一一@38　一一

三

三郊独歩　　　　　　　　　〈107－87＞

　友田次回　天保12成　写　（『玉川紀

　行」と合1冊）　　〔品川，池上，目

黒辺の紀行〕

花見の日記　　　　　　　く831－91＞

　津村正恭　自筆稿本．中　　〔江戸市

　内各地花見の日記〕

みつのさち　　・　　　’〈166－2g9＞

　椎園主入（峰屋茂橘）　弘化4成

　写　2冊　中　〔江戸市内・近郊へ

　の短文紀行を集めたもの〕・

厘三国［

梅が浦’@　　　　　　』〈229－119＞

　楓川常雷雲編寸書　嘉永6識　自筆

　本　2冊（合1冊）　中　　〔江戸か

　ら浦賀〕

温泉名勝志　　　　　　　　〈166－47＞

　後藤栖鷹　江戸、鶴本平蔵　寛延4

　刊　2冊（合1冊）　中・〔上巻

　『湯山土産』は相模め勝地を記し，

　下巻『山路の月」．は鎌倉金沢の勝を

記す）

江の島　　　　・蹴
鎌　　倉紀行笠の蝿　・　　＜京乙一288＞
かなかわ

　立羽不角　刊　2回目合1冊）　中

　絵入り〔元禄14年池田三角公を川崎

　まで見送りした後，好柳，好角と共

　に江島，鎌倉，’金沢を遊覧せる紀行〕



『金沢鎌倉紀行三三そのの記〈188－515＞

　畠山常操（梅軒）天保3成写、

　中　　〔天保2年金沢，鎌倉，江島，

　杉田等への紀行〕

／　金沢町遊　　　　　　　　〈20g－33g＞

　　　鴎興（三儀）編　天保5序　刊　小

　　付　別後日記’〔金沢，江の島，鎌

　　倉へ遊ぶ二二紀行〕

金沢游記　　　　　　　　　〈183－159＞

　平沢元’陰（旭山）　（「回游文集』第

　3冊の内）

相模州紀行　　　　　　　、〈特1－3392＞

　松本慎思詰　岩崎常正写　文化4成

　中　　〔文化4年江戸ふら厚木，大山，

　藤沢，鎌倉を廻る〕

相州浦賀巡覧記　　　　　　くto6－82＞

　山鹿門門（素水）』弘化4成』写

　大〔弘化4年5月江戸を出発，相

　房の海岸を巡覧した際の記録で内容

　は相州海岸の紀行〕

相州三浦記行

　白莫’写　中

〈211－584＞

相中紀行　　、　　　　　．．〈ち一7＞

　安達修（清河）’安永8成写

　（『二二叢書』27南海筆記の内）

　〔相州の名所へ遊歴した時の紀行

　詩〕

岸金屏へ遊びたる折の記〕

ついそ

追蘇丁丁　　　　　．　　〈127－295＞

　佐藤　担（一斎）　享和2成　写

　（「愛日楼全集』42巻，7綴の内）

　〔享和2年武蔵国久良岐郡本牧の海’

　　　　　　　　　　　　　　　　一“『39一

東福寺詣　　　　　　　　　〈189－301＞

　源　長保　文政5成畠写，中　　〔西

　浦賀の東福寺詣の記〕

柳営紀行　　　　、　　　　〈214一ユ21＞

　坂本三思　天保10成　写　中．　〔江

　戸かち江の島，金沢に遊びたる紀

　行〕

江島・鎌倉

えのしま

画島鎌倉諸遊記

　平沢平平（旭山）

　第・1冊の内）

江島紀行

　美代子

　記』と合）

　　　〈183－159＞

刊　（『回游文集』「

　　　　文政3写　大

　　　　　　〔文政2年江戸から江

島への和歌を交へた紀行文〕

江の島日記

　五葉舎全語偵筆本

’年の紀行〕

＜854」43＞

（「信濃日

　　〈229－43＞

中．〔慶応2

鎌倉紀行　　　　　　　　　〈232＿88＞

　宇多子三校写　3冊　大　〔名所

　記にちかし〕

鎌倉紀行　　　　　　　　　〈鴉474＞

　戸田　幹（官石子）　三条通武村・

　市兵衛元禄4刊大　〔元禄3年
　江戸から鎌倉への漢詩文紀行〕

かまく弓日記1

　写　中

＜854－35＞



鎌倉日記　　　　　　　　〈W244－3＞

　徳川三囲写大〔延宝2年鎌倉
　の史蹟を巡覧して史料を操った旅日

　記〕’、　・　　！

思夢院車慶遊記　　　　　　〈214－155＞

・t 漉t庵錦江（馬場正統），稿本（『錦

　江稿本」第28）　　〔江戸から江ノ島

．・ 剔qへ遊ぶ〕

巡礼鎌倉記　　　　　　　　〈140－246＞

　釈沢庵京山森六兵衛刊’．2

　冊．（合1冊）　中　絵入　　〔寛永10

　年鎌倉から金沢江島巡拝の記〕

一一 ~円鎌倉紀行　　・・ノ　〈140－150＞

　写　大　　〔8丁の短文紀行〕・

箱根

富士山・

じょうは

三巴富士見記　　　．　　　〈127－1＞

　（里村）一口巴刊（『群書類従』巻

　339，175冊の内）　　〔永禄10年京都

『を出，東海道の各地より富士を眺め

　帰京した紀行〕

紹邑富士見道記　　　　　　〈23S－1＞

　（里村）紹巴　写　　（「三宿雑記』

　235φ内）　前書と同内容”

ふカニくせつぶ　

富岳雪下　　　　　〈205二202＞

　和久田　寅（叔虎）　市川其融絵’

　天保8筆写、3冊大　〔巻1，

　2は享和3年夏，友人2人と須山口

　から登山し，須走りを下り足柄，小

　田原を経て江戸へ出る富士登山記。

　巻3は高田三三の『富士根元記』〕

温泉旅行日記　tt、　　　＜188－427＞

　官松　文化12成　写中　　〔江の島　　、

　1と詣で，ついで箱根の温泉へ〕

　　　　i

湯沢紀行　　　　　　　　〈146－164＞

　貞享元三　刊　大　　〔貞享元年江戸

　から塔の沢へ〕

同上　　　　
〈218－16＞』

寛大．前書と同内容

〈東海地方＞1”IIII：11111tlllfllHllUllSII・lll・・1”i”iil；iiii”H

　ともちどり
　友千鳥　　，　　、　　　　　　　　’・　　‘〈127－115＞

　　庵原守平門三図，絵入り
　　　〔延享5年名古屋を出発，三河・尾

、　　張一帯の紀行〕

一一@40　一一

富士一旧記　　　　〈915．5－Ka，163hk＞

　　　　　　　　　　　　〈特2－669＞’

　香）II景継（宣阿）述香川景樹校

　京都　出雲寺文次郎　元禄8成　天

　保5序刊大．〔富士一覧といっ

　ても駿河まではいかず，遠州白須賀

　で頂きを眺め踵をかえしたもの。著

　者は香川景樹の高祖父でその百回忌

’記念に景樹が出版したものである〕

ふ　じ　が　ね　　’

．二字賀嶺日記　、・　　　’〈111－61＞

　文化14成写大’〔文化14年江戸

　から甲州を経て富士へ，帰り東海道

　をもどる〕

富士紀行　　　’　＜138－23＞〈子一4＞

　釈尭孝写（『扶桑拾葉集』巻18

　の内）　　〔永享4年将軍足利義教の



K

＼

、富士遊覧に随行しだ折の記〕

ふじをみるき

覧富士記　　　　　　　　　〈127－1＞

　釈層尭孝　刊　（『群書類従』巻335，

　173冊の内）前書と同内容

富士紀行　　　　　，〈138－23＞＜子一4＞

　藤原（飛鳥井）雅世　写－（「扶桑拾

　葉集』巻20の内）　　〔永享4年足利

　義教に従い京から富士見に下れる折

．の紀行。歌を多く詠みこむ〕

同上　　　　　〈127－1＞
　刊　（「群書類従』巻335，173冊の

　内）　前書と同内容

富士御覧記　　　　　　　　〈127－1＞

　釈　宗長　刊　（『群書類従』巻335，

，‡73冊の内）　．〔永享4年の紀行〕

．登富士山認　　　　　　　　’〈183r159＞

　平沢元憧（旭山）　写，（『漫游文集』

　第1冊の内）

富士登旧記　　　、、　　〈わ218－2＞

　中山高陽　写’（「土佐国群書類従』

拳10島122冊の内）、・　〔安永5年熱

海かち富士へ〕

富士日記　　℃　　　’．〈12g－128＞

’芙蓉亭　文政6成’自筆稿本　3冊

　中　　〔文政6年難波から京・近江を

　経て東海道を富士へ登山。帰路信濃

　へ出ジ中山道を経で戻る。挿絵あ

　り〕

・富士日記　　　〈111－97＞．＜特2－668＞

　賀茂季鷹’寛政2成大阪・河内屋

．一一　41　一＝一

茂兵衛　文政6刊　大　　〔寛政2年

7月江戸から富士への紀行で，山中

のことが詳細〕

不二日記　　　　　　　　く106－97＞

　釈　在融　天保14序　刊』大ト付

　、『不尽山記』　　〔天保14年江戸から

　富士への記、．地理由緒を故書に考証

　し，歌をも詠みこむ〕，

富士記　　　　　　　　　〈わ918－2＞

　（素直）立圃　写　（『扶桑言葉集』

第12冊の内）

同上　　　　 〈わ918－1＞

　（r今古三葉』第13冊の内）　前書と

　同内容

　　ヂこう　り
富士詣行李の友　　　　．．　〈109－60＞

　原　義胤（得斎）　稿本　中　　〔文

　政11年江戸から甲州街道を経て富士．

　のすそのへ，帰路東海道を江戸へ〕

匡垂簾i

伊皐日記　　　　　　　　〈106－26＞

　富秋温海若子（三河三太忠）　江戸「

　松屋善八、文政4序　刊　2冊（合

　1冊）大　複本あり　〔江戸から三

　島，北条，修善寺を経て天城山を越

　え河津に出，海岸に沿って伊東へ行

　き，又引返して下田へ出，更に西海

　岸を沼津へ至る〕

そうせん

深泉録，漫泉再録　　　、　＜鴉1279＞

　林皇光（三三）刊、2冊大

　〔熱海，箱根温泉入浴の紀行。書中

　天保5年の記載あり〕



三三前後録　　　　　　　　〈189－96＞

　林　獣（三三）　天保9序　刊　大，

．前書と同内容’

たまくしげ

玉厘両温泉路記・　　　　・〈854L36＞

　原　正奥　天保10成　手稿本　大

　〔江戸から伊豆，箱根往復の記〕

ゆうとうきしよう

三厩紀勝　　　・．　　　’くわ081－4＞

　安積信（計帳）写（『明二四叢
　書』第41）　　〔天保5年江戸から伊　　，・

　豆往復の漢文日記〕　　　’

同上　　　　　く125－31＞
－耕雲斎蔵版　天保11序　刊　中

　『東面面録』と合子

①23幽ワ
の
　
　
q
内

　
の
　
2
3

　
巻
　
　
　
書
　
叢
　
園
　
桜
　
σ

上　
写

同

源
熱海紀行一　　　．　　．くわ218－2＞

　中山高慮写－（『土佐国群書類従』

　巻102，122冊の内）　　〔安永5年江

　戸から熱海へ，帰路駿河を経て江戸

　へ戻る〕

熱海行記　　　　　　　　・〈141－71＞

　宮正出元禄10成写．大　．〔元

　禄9年江戸から熱海へ，駅路片瀬，

　鎌倉等を経て帰る〕

伊豆の道草　　　　　　　くW119－23＞

　赤井忠行天明4序刊記〔江
　戸から熱海〕

たこう

多幸日記 ＜830－111＞

本間三三　文政12序

3冊（合1冊）　大

海〕

横山桂子写

〔江戸から熱層

はしりゆこう

走湯行記　　　　　　　　〈166－278＞

・京極高門　刊　大　〔元禄15年江戸

　から熱海への紀行にして和歌を詠み

　こむ〕

　とう
遊豆小志　　　　　　　　　〈わ081－4＞

　松崎復（三三）文化元成写
　（『明二品叢書』40の内）　〔文化元

　年掛川太田氏の世子資言に従って熱

　海の温泉に浴した時の漢文紀行〕

量
七島日記　　　　〈139－8＞〈857－140＞

　小寺応斎文政7・序刊3二大
　（前者は合1冊）　　〔寛政8年幕府

　は伊豆代官に命じて八丈島を初め伊

　豆諸島を巡察せしめた。本書はその

　時の日記で上・中巻はその記事。下

　巻は民俗風俗物産の画を回す〕

伊豆七島日記　　　　　　　〈197－179＞

　小寺応斎　3冊（合1冊）　上巻写

　中・下巻刊－前書と同内容

同上　　　　　〈863－1＞
　町中前書と同内容なるも抄本・

七島日記

ゴ鈴木半右衛門

’絵入

　　　　ぐ857－177＞

文化8践　写　大

八訳しまめぐりの記　　　　　〈に一3＞

　鈴木半右衛門写　大　絵入　前書

一　・42　一



と同内容

ずしようこうき

四二行記　’　　　　　　〈特1－2970＞

　阿部櫟斎　写　小　　〔文久2年幕府

　軍艦に乗船，八丈島，小笠原諸島巡

　島の記〕

八丈島記

　写　中　絵入

　めぐザ
南島回日記

・写　中　絵入

　はん
南側録

　羽倉脚結（簡堂）

〈190－49＞

〈863－201＞

　　　　　　　　’天保9成

（「小四海堂叢書』第2冊め内）

〔天保9年3月伊豆諸島巡視の官命

を帯ダ江戸を発船三浦三崎の城島か

ら犬島，’利島，新島，神三島，三宅

島，八丈島等を巡視6月江戸へ帰

る。内でも八丈島の記事最もくわし

い〕

1駿河国i

〈183－318＞

　　刊

せいけんじ

三孝寺紀行　　　・　－　・　〈245－44＞

　山田貞実　天保14蹟　刊　小・〔文

　政6年頃駿府ふら興津清見寺に遊ん

　だ紀行で，途中の旧蹟の歴史や歌を

　も記す。挿絵多し〕

E河国i

しゅうふう

秋風紀行　　　　　　　　　〈863＿gg＞

　方明，軍雄編　文化元輯　刊．中

　〔凹凹紀行〕

　　　まつがね
千代の松根 〈103－9＞

一43一

竹尾善筑（三春）　天保5写　中

〔岡崎，松平郷等の寺院廻覧記〕

塵国1
ゆうとう

幽討余録　　　　　　　　〈229－316＞

　曽我景章　本四蔵版嘉永5自序

　慶応旧刊　2冊（合1冊）　中．

　〔漢文で書かれた飛騨国め紀事。地

　誌に近し〕

［美濃国「　1

羨蘇画競灘覧紀行　　　　　　　　　　　　〈104－4＞

小田切忠近（春江）　写　（『尾張雑

書』の内）　　〔文政5年尾張からの

紀行〕

おじま

小島の口ずさみ　　　　　　〈127－1＞

　藤原（二条）苫葺　刊　　（「韓書類

　従』巻333，172冊の内）　　〔文和2「

　年兵乱をさけて美濃小島ぺ下向の

　記。歌を多くよみ入れている〕

旧懐　　　　　〈238－1＞
写　 （『鶯宿雑記』228の内）

ふち河の記　　　　　　　　〈127－1＞

　一条兼言　刊　（『群書類従』巻336，

　173冊の内）　〔文明・5年頃奈良から

　藤川往復の記。歌を多くよみ入れて

》sる〕　　　　　、．　　一

・同　上 〈138－23＞・〈子一4＞

写（『扶桑三葉集」巻21回忌）

藤川の記　　　　　　　　　　〈238－1＞

　写　　（『暗宿雑記』232の内）　前書



と同内容’

　　ぜんこうかねよし
一・・’�ｻ晶…乗良美濃道記　＜140－19＞

　』減弱良　寛文旧刊、中』前書と伺

・内容

美濃紀行　　　　　　　くib9151．　4－4＞

、兎庵老人　天正元成　（『室町殿伊勢

　御参旧記』の付）　　〔天正元年美濃・

　路への記〕・

匠細！

尾張紀行

　赤面衛門．写

　の内）

同　上

　　　　〈一124－230＞

・（『桜園叢書』巻30

くわ918－1＞

写（r今古病葉』第2冊の内）

名古屋の日記　『・　　　』＜139－18＞

　本居大平レ写　大層〔宣長，春庭等

　と伊勢松阪から名古屋へ赴る折の日

　記で和歌を多く収録している〕、

びょうそうじゃ
尾陽総社参詣認　　　　　〈210－121＞

　一秋宝永4成写中∵

やざこながくていわさき　コ

岩作長鰍岩崎道之記　・　、　＜104－4＞

　朝岡正章写　　（r尾張雑書』の内）』

　〔文政5年俘）紀行〕・

〈北陸・甲信越地方〉’　lu：IHIIII．Elll川IMIIMSIIV

唾・甲信越地図にわたるもの1

片歌道のはじめ　　　　　〈22gL279＞

　建部綾足　刊　中　．〔宝暦13年江戸

　から信越地方等への三三紀行〕

くずまき

葛巻三佐北陸紀行　　　・’tくり一59’〉

　写中〔元禄5年下旬江戸から北

　陸への紀行〕

夏ころも　　　　　　　，＜235－338＞

　（東花坊）支畔編．京　柏屋勘兵衛

　室永5成　刊　中　　〔宝永5年享支

　考が木曽路を経て越後高田から新潟’

　におもむき直江津に引返すまでの俳

　譜紀行〕

　　　　　　　　　　　　／

白山草木志　　　　　．　　〈847－136＞，

　畔田伴存招和年三三　2冊・中－．

　〔上巻r白山草木志』†巻r越前国

　福井から白山への道の記』〕

1ヒ越記　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈191－598＞

，秀雄（菅江真澄）　写　中

北遊紀行　　　　　　　　く103－241＞

　高橋克庵　安政4刊　中　〔江戸か

　ら新潟へ至る漢文紀行〕

岬町1

申斐日記　　　　　　　く107－188＞

　清水浜臣写中〔文政元年江戸
　から相州，富士の裾辱を経て甲斐身

　延山，駿河久能山へ登る〕

きよう

両型記遊〈107－86＞〈W242－1＞〈鴉b81＞．

　菊地駿求諸己斎蔵版文久元刊

　中．〔r遊御獄門』r遊羅漢寺引引』

　『大滝山雌雄旧記』の三部からなる

　漢文紀行〕

　　　　そう
峡中紀三三

＜191－730＞’〈誓鳥（〕＄2＞

一一一@．44　一



川本貞（三山），三三旧館蔵版

万延元序　中　刊　　〔漢詩文紀行〕

　　　わんこう
峡中半年行　　　　　　　　〈鴇274＞

　久貝宗之（岱）　嘉永5写　中tt表

　題　温三三稿　　〔漢詩紀行〕

甲州道中記　　　　　　＜183－389＞

　畑江庵翠風　慶応2序　写　5冊

　小

津久井日記　・　　　　＜107二2SS＞

　撫草庵（大西）寛雲写5冊（合

　2冊）一中　　〔天保9年江戸か：ら甲・

　州への紀行〕

那まよみ日記．　　　　　〈103一141＞

　松本文雅　文久元自序　写　2冊

　中　〔江戸から甲斐〕『　・

身延道あ記　　　　　　’．、〈138－63＞「

　元政（深草）　万治2成粗大．

　〔万治2年79才の老母を伴い京から

　東海道を身延へ至り更に江戸へ下

　る。帰途は名古屋から美濃へ入り近・

　江を通る。詩歌を多く詠みこんでい、

　る〕　”

同上　　　　 〈わ918－1＞

　写（「今古残葉」第15冊の内）．

回国1

伊那の中路・

　菅江真澄　写

　の内）

木曾採薬記

水谷豊文

　　　　　，〈さ一23＞「

（『真澄遊覧記』第26

文化7践

　　〈特7－89＞

写　2冊　密

なみ

並山日記　　　　　　’　　　〈せ一56＞

　黒川春村嘉永3成写8冊大
　〔嘉永3年江戸から甲州街道を甲州

　へ到り，さらに身延山を経℃，富士

　のすそのを東海道へ出吉原，沼津，

　箱根等を巡覧して江戸へ帰る。途中

，の寺社，宝物，古文書までもさし絵

　入りで説明し準詳細なる紀行。甲州

　が主となっている〕・

風流使者記　　　　　　　　〈141－111＞

　荻生衝來　宝永元成　写幽中　　〔江

　戸から甲州〕’

身延紀行　　．　　　　　〈190－346＞

　中村経年（松亭金水）写中

　〔万延乖年江戸から甲州の身延山へ

　帰路に伊豆，’熱海等を経て戻る〕

’一@45　一

くめじの橋

菅縫真澄

の内）

　　　　　　　〈さ一23＞

写（『真澄遊覧記』第27

さいしようどう

最勝洞記

　平沢元榿（旭山）ゴ，写

　第2冊の内）

軍科紀行

　松尾芭蕉

悟濃日記．

　金子春経

　と合写）

　へ〕

寛政5序

　〈183一一159＞

（r漫遊文集』

　　〈tO3＝23＞

刊　中

　　　　　　　〈854－43＞．

文政3写　（r江島紀行』

〔文政3年江戸から信濃

わがこころ　　　　　　　　くさ一23＞・

　菅江真澄　写　（『真澄遊覧記』第26



　
　
コ
三
等

の
「
泉

善光寺

善光寺紀行

　釈・尭恵

〔四捨山，善光寺，浅間温

　　　　　刊

173冊の内）

光寺へ至る。歌を多くよみ入れる〕，

　　　　　　〈127－1＞

（r群書類従』巻336，

〔寛正6年越中から善

同上　　　　　〈238－1＞
　写　　（「三宿雑記』232の内）

1越後国1

佐渡日記　　　　　　　　　〈189－232＞

　石野広道　写　（r清水千清遺書』－’3

　の内）　　〔佐渡から信濃をへて江戸

　へ到る〕、　　　　　　　　　　　　’

塵鯛一i

てたやまにのぼるき

登立山記
大塚新左衛門（丁丁）

イヒ2干IJ　／j、

が立山ゐ登山文献としては最初の単

行本といわれている。天保11年の夏

1同行7名で2泊3『日の漢文登山言己
録〕’

1能廻

回心路の記

　写　2冊’中

　　　　ぐ特1－281Q＞’

　　　　水石園　弘

〔7丁の小隔子である

く244r32＞

能登遊記　　　　　　　　　　〈さ一24＞

　金子有斐　文化13成　稿本　2冊

　〔能登の漢文遊記。2冊の内1冊は・

　全冊風景画〕

　　とう　じ
和倉湯治夢物語　　　　　く202－264＞

　佐藤一男　写　4冊（合2冊）　中

　〔越中から和倉温泉へ〕

『［加賀国1

えぬまぐんやましろ

江沼郡山代紀行　　　　　〈189：283＞

　佐藤元三三2冊（合1冊）中
　〔文政12年の山代温泉への紀行〕

〈近畿地方＞IMSIIIITUIIIUIIUIUIII・llUIUUIISIMItllllUIUIITI

塵地方諸国にわたるもの1，

あま

天路の橋　　　　　　　’くわ218－2＞

　今村楽写（『土佐国群書類従』

　巻103，123冊の内）　　〔京から大阪

　へ赴いた折の記〕

いぐちのうコそ
伊具知濃二二　　　　　　　く235－84＞

　多田義方　正徳5刊・中

伊勢紀州採薬記

　文政6写　2冊
　記』の内）

　　〈特1－1977＞

中　（「下山採薬

同L．’　　　　〈特7－297＞
「慶応4年伊藤圭介手写　中　前書と

　同内容

同上　　　　 く特7－296＞

　小野蘭山　明治6写中　r藤子南

　紀採薬旧稿』と合

　　ぐさ思出草・　　　　　’　一〈244－421＞

　津村正恭（涼庵）　寛政6序写・

　8冊（合4冊）、　中　〔寛政4年江

　戸がら難波，大和，京を歴興した時

一一@46　一一



の紀行〕

草の螢　　　　　　　　　〈149－39＞

　多田義方　桜田和泉町　鶴本平蔵

　寛延4rr」中「欠唇¢）虚」　「道草」

　「浦の波」　「筆雫」　「酔中吟」の5

　篇から成る。　〔吉野，高野山，紀州

　兵庫，播磨，有馬温泉，大阪1京都

　を巡覧して勝地を記す〕

さめざめ草　　　　　　　〈191－609＞．

　遠藤日干著井書　自筆本　中　　〔摂

　津播磨辺の紀行〕

さりゆううだん

蓑笠雨下　　　　　　”〈103－144＞

　滝沢　解（曲亭馬琴）　江戸　指話

　重三郎等　享和4刊　3冊（合1冊）

　中　　〔享和2年に著者が，東海道を

　経て京洛浪華地方を遊覧した時の見

　聞録。上巻は東海道，中巻は京洛，』

　下巻は浪二二），ことを記す〕

三二一覧　　　　　　　　　〈104－267＞

　伊藤長湯（鳥寄）　伊藤重光　弘化

　4践「刊大’〔享保6年近江，丹

　波，静三等遊覧め漢詩文紀行〕

洞上　　　　 ≦鴉1344＞

，嘉永元序刊　大　二丁三二活字印

　記とあり

さんご　う

三行記　　　　　　　　　〈あ918－2＞

　烏丸資慶写（『扶桑残凝集』第7

　冊の内）　　〔京から摂津，河内を経

　て高野由匠詣で帰路河内，和泉に出，

　京へ帰る）

十国巡覧記 ＜111－287＞’

一一@47　一一

写3冊中〔天保9年五畿内両
丹等巡検使派遣の際における随行者

の私記〕

附和摂諸州採薬記

　丹羽松斎　手稿本　小

一　上

手稿本　特捌

しんし

辛旧記行・辛巳後記行

　宝暦11成　刊

　内）

〈特7－591＞

〈特7－590＞

　　　　　　　　〈188－73＞

　　　　（『夢中行脚記』の

〔伊勢から京都へ〕

すずのやう　し

鈴屋大人都日記　　　〈915．5－1689m＞

　石塚龍麿　江戸　英大助・文政2蹟

、刊．2冊大　〔寛政5年本居宣長

　が都へ上りたる時随従して記した日

　記〕

西北紀行　　　　　〈291r　09－K：a183s＞

　貝原益軒　刊　　（『諸州巡覧記』の

　内）　　〔元禄2年京から山城西部，

　丹波，丹後，若幽寂近江を巡り京

　へ帰る〕

同　上

　（r諸州巡覧記』の内）

〈特1－2669＞

同上　　　　、〈わ918－1＞
　写（『今古残葉』第17冊の内）・

せいゆうそう

勢遊艸

　川合孝衡（春川）　松坂

　助等　文化3序　刊　大

　年紀伊から美濃へ至る〕’

〈署鳥1911＞

深野三三

〔文化2

仙果浪花道中記　　　　　　〈S27－90＞

　高橋仙果三筆稿本　小　〔熱田か

　ら浪花Pt至る〕



そのはま

其浜ゆふ　　　・　　　　　〈107－257＞

　朝翌・服部嵐三編宝永2成写
　中　　91宝7k　2年京都から伊勢・紀伊

・を巡り大阪へ至る三巴紀行〕

旅のおぼえ「　　　　　ttt〈238－1＞

　吉村静軒．写、’（r二二雑記』299の

　内）　　〔京，近畿辺の記〕

をうえい

藤栄春の記　　　　　　　〈188－410＞

　藤栄三三蟹　小石川　水田庄左衛門

泉屋茂兵衛　元禄12刊　中　　〔京・

　近江〕

1登山観海記　　　　　　　〈183－159＞’

　平沢乖榿（旭山）　写　（『漫游文集』

　第1冊の内）　　〔摩耶山へ上り望海

　の漢文紀行〕　　　　　　　’

　　　も夏ころ裳　、　‘．　　　　〈239－75＞

　本居大平』写　中　　〔松坂から伊勢

　神宮へ心し時の紀行，和歌を多くよ

　みこむ〕・’　・　　　、’．

・夏表　　　　　　　　　　〈104－95＞

　写（『春の錦』と三三）前書と同

　内容』

幽玄紀行　　　　　〈291．09LKa183s＞

　貝原益軒　刊　　（『三州巡覧記』の

　内）　　〔元禄2年京から山城南部，・

’河内，和泉，大和諸地方を巡覧した

　る記〕

同上　　　　 〈わ918－1＞

　写（r今古言葉』第18の内）

ぬさ

幣ぶくろ ＜229－48＞

一一一　”S8　一

枇杷薗士朗t．鵬三都貢緬平安　辻

井吉右衛門，井筒屋庄兵衛　安永3

刊　中　　〔安永3年尾張から京陳地

方への俳諮紀行〕

のちのうま

三二の日記　　　　　　　　〈181－225＞

　荒木田麗子　天明2成　写　（『荒木

　囲麗子著述書』22の内）　　〔山城，

　大和，摂津遊民の記〕

ばいおう

三品日記　　　　　　　　　〈148－46＞

　近藤芳樹　文久元成．刊　小　　〔大

　阪，奈良等へ〕

春の錦　　　　　　　　　く239－74＞．

　本居大平文化13成写中〔和
　歌山から京阪附近漫遊の記，和歌を

　多くよみこむ〕

同　上

　写『夏衣』と合写

〈104－95＞

ふうじん

風塵記』　　　　　　　　〈166－251＞

　平間長雅　元禄13成　写　大　　〔近

　畿め紀行，和歌を多くよみこむ〕

み　そ　かぐさ

三十日草　　　　　　　〈わ918－2＞

釈似臨写（r扶桑残葉集』第16

・冊の内）、〔享保6年三三ら伊勢神

　宮への往復の記，和歌を多くよみこ

　む〕

’同上’ @　　　　　　くわ918－1＞

　一写　　（r今古三葉』第24冊の内）

恵の露

　鈴木重嶺．・文久3成

　書』巻41の内）

　〈124－230＞　，

写　（r桜園叢



もも

百たらずの日記　　　．　〈200－119＞

　石瓦三三　天保9成　写　中　　〔三層

　戸から東海道をのぼり京，大阪等近

　畿地方を廻り中山道を経て帰る〕

　　　　　もん
山城大和見聞随筆　　　　　〈101－149＞

　梶野良材写2冊大

　　とっけい
山本篤慶採薬記　　・　　　〈特7－537＞

　山本篤慶（錫夫）『伊藤圭介手写

　4冊中　〔文政5年から天保3年

，頃まで近畿地方での採薬の時の旧

　記〕

，和紀回忌　、　　　　　’〈わ918「2＞

　岡西惟三三（「扶桑三葉集』第12

　冊の内）　　〔吉野，高野，和歌三等

　への吟詠行〕

同上　　　　 〈ib918Ll＞

　写（『今古残聴』第12冊の内）ド

弓勢国1

伊勢路の記　　　　　　　　〈141－104＞

　源　三三　丹波屋伝兵衛　明和4成

　刊　中　〔明和4年3月住吉から大

　和を経て伊勢へ〕

伊勢路の記　　　　　　　　〈わ918－2＞

　加藤景範（三里）　写，〈『扶桑三葉

　集』第15冊の内）

伊勢日記図絵　　　　　　　〈三一：10Q＞

　瓢仙老入画文久2序1帖大
　絵のみ

一49一

かつしげ

勝成紀行　　　　　　　　〈181－274＞

　縢勝成宝暦12丸写大〔伊
　勢国多気村至久居の紀行〕

しょうち

勝地回覧　　　　　　　　　〈104－92＞

・度会常昭’ 摯ﾛ4序　写　大・〔伊

　勢山田の附近に住む著者が国内の勝

　地を遊覧した紀行を集めたもので，

・次の項がある。・1鷲嶺登覧，2国東

・山登覧，3二見一本松回覧」4飯盛

　山登覧，＾5一ノ瀬鵬鵡石弓七島遊
・記〕

勢州採薬志

　小野三山写大

〈197－71＞

勢遊志　　　　　　　　　　く鴉1912＞

　伊藤長胤（東今）　京都　野田弥兵

　衛　享保15刊　中．’付　『…響右図志』

〔京の東涯が度会郡しの瀬にある鵬t

鵡石の見物をすませ，宮川を下り太

廟に詣で朝熊に登り京へ帰るまでの

紀行と詩〕

同　上

　京都

’刊「中

　　　，　　　　　　『　〈特7－403＞

林芳兵衛，林権兵衛　天保12

勢川遊記　　　　　　　　〈107－333＞

　熊谷立閑　高辻通雁金町　中村理学

　衛　延宝6刊大一〔京から寛晃上

　人其他と同行して伊勢に遊Ol名勝を

　訪ね詩歌を詠じた吟詠紀行〕

椿まうでめ記’ @・幽　　’〈111』230＞

　村田春海　天明7成刊『、（『ふたく

　さ日記』の内）』　〔天明7年3月伊



勢石薬師の附近にある日本武尊の白

．三三，椿明神の古蹟を見物した折の

記〕

漏壷　　　　 く145－145＞

　刊　（『県門遺稿』第5冊の内）

西村寒泉採薬記　　　　、、〈特7－439＞

　西村広休（寒泉）　明治19年丹波修

　三三　中1〔弘化2年から文久3年

　頃までの伊勢国を中心とした採華の

　日記〕

伊勢詣の記　　　　　　　〈わ21＄一2＞

　三山写“（『土佐国群書類従』巻

　．106，126冊の内）　　〔土佐から伊勢

　大神宮へ〕

伊勢まうでのにっき

　中村いと　写・中

　から伊勢へ〕

　　〈106－227＞

〔文政8年江戸

伊勢まうでの日記　　　　〈わ918一工〉

　井神寛斎写（『今古残葉』第27冊

　の内）

伊勢大神宮

・伊勢紀行　　　　T　　「　〈127－1＞

　釈　三孝　刊　（『群書類従』巻334，

　172冊の内）　〔永享5年足利義教に

　随い大神宮に参詣した時の記，歌を

　多ぐよみこむ〕

同上　　　　　く238－1＞．
　写’（r派益雑記』231の内）

　　　わ　た　り
、佐野の和多理　　」　　　　〈237－292＞

　釈　宗碩著　高田清三編校　高田与

　清頭書　江戸　須原屋茂兵衛等　文

　政7刊大・〔宗環にさそわれて大

　永2年宗碩法師が参宮し，連歌興行

　をした折の日記〕

さののわたり　　　　・〈わ915．4－4＞

　釈、宗碩写（『室町殿伊勢御参宮

　記』の内）　前書と同内容

伊勢紀行　　　　　’　　〈188－396＞

向井去来一柿三三蔵版　嘉永3刊　中

　（rねころび草』と四刻）去来，丈

　草の150回忌追福あ為出版したもの

　て妹千子を伴って伊勢に参宮した時

　の道の記〕

伊勢大神宮参詣記．〈138二23＞面一4＞

　坂＋仏写（r扶桑三葉集』巻16の、

　内）　・〔康永元年の伊勢詣〕

伊勢詣の記　　　　　　〈わ291．572＞、

　神谷為政安政4成．写大

一50一

とよみやがわなごりの　おはらえ
豊宮川名残の霜被除　　　　〈211－189＞

　真清田（佐分）清円　写　中　　〔寛

　延2年の伊勢神宮参詣記〕

宮川日記　　　　　　・　〈141－93＞

　多田義俊（南嶺）．延享3成写

　3冊（合1冊）　大　〔京かち伊勢’

　大廟に詣でたるもの，書中神宮の故

　実，文庫の事其の他の雑事を詳記し

ている〕

室町殿伊勢御参旧記　　　〈わ915．4－4＞

　応永31成　写　大’付　『白河紀行』

　『さののわたり』『美濃紀行」　（『続



群書類従』原本）　　〔応永31年12月

足利回持の伊勢参宮記〕

1紀伊国1

　　ゆうのう
糸己南二三　　’　　　　　　　　　　　　　〈229－20i＞

　坂本俊豊，（天山）写《r彦城雑記』

め付録）　　〔寛政10年浪華から，紀

　州各地遊覧の紀行。目的は泰三浦の

　鯨捕見物〕　　　　　　，　　’

君のめぐみ　　　　　　　〈140－59＞

　本居宣長寛政6成写大　〔紀
　州侯の招きに応じ，伊勢松坂から和

　歌山へ赴き’，紀伊の諸等を探る〕

き　み

三見のめぐみ　　　　　　〈213－375＞「

　本居宣長　文化12刊　（「三三紀行』

　の内）　前書と同内容

しゅうほう

三三先生遊旧記

　写　中

　ぶ漢文紀行〕’

〈男鳥4048＞

〔万延元年京から南紀へ遊

高野山

高野参三三　　　　　　　　　〈127－1＞

　三回忌実隆　大永4成　刊　（『群書’

　類従」巻338，174冊の内）　　〔京か

　ら大阪，住吉，堺，根来を経て高野

　山へ至る。和歌を多くよみこむ〕’

住吉紀行　　　　　　〈138－23＞〈子一4＞’

　三条西案出，大永4成　写　（『扶桑

　拾葉集』巻24の内）　前書と無内容

　　　　　　　　　　　　ズ

高野山参詣記　　　　ぐ138－23＞〈子r4＞

　三条西三条　天文22成　写　（『扶桑

　三葉集』第25の内）　　〔三三師三巴

　と共に奈良に遊び高野山に参詣し又

　大和の寺塔名所を巡ぐるの記〕

　　　　e

高野日記　　　．　　　’　〈ibO81－5＞

　釈頓三三（『百瀬川』1の内）

　〔高野山参詣の記にして和歌をよみ

　こむ〕，　　　　　　　’

えまつしま　　ら

玉津島まうでの記　　　　〈わ918－1＞

　野間友真　写　（「今古残葉』第38冊

　の内）

とう　し

藤子南紀採薬旧稿

　小野三山門人藤某年記

　採薬記』と三三

南紀錬薬志

　小野蘭山口大

〈特7－296＞

「伊勢紀州

〈197－72＞

やますげ

1山菅　　　　　’　〈YD1一ユ62＞〈別12－4＞

　加納諸士　文政13球　手稿本　大

　〔根来寺花見の記〕

同上　　　〈138－23＞〈子一4＞

　写（r扶桑拾葉集」第15の内）

同上　　　　 〈124－230＞・＼

・写　（「桜園叢書」巻30の内）

南山紀行　　　　　　　　　〈111－68＞

　崖（熊野〉弘i毅寛政元二大’

　〔漢文紀行〕

塑

熊野遊記，同名勝図画　　　〈111－5＞

　北三三　芙蓉画　東都須原三三兵

一51快「



衛寛政13刊3冊（合1冊）六
　〔天・地・人の3巻で天の巻は熊野

遊記，地・人2巻は熊野名勝図画と

麺籏にある。天の巻前半が漢文の遊

：寵1そあ後率と地の巻は熊野名勝図

画，入φ巻は芙蓉の南紀名勝の説
’文。“
k二二は須原屋茂兵衛で芙蓉と

共に紀州の人〕

型
石山三三・

．儀同三司母

　冊の内）

　　　　　〈わ918τ1｝

写（『今古残葉』第2

．同上　　　　　　　　〈124－230＞

　写（『桜園叢書』巻30の内）

tt．

L網麟駒輯・〈127－1＞
　藤原定家　建仁元成　刊　（『群書類

tt ]』巻329，170冊の内）　’〔建仁元

　．年10月後鳥羽天皇熊野行幸⑱次第を

　．’詳記したもの〕

『三山二二’「「．tt〈103－49＞

　・菊池元三（忌寸）　思玄亭蔵版　天

　湶14三三　中　〔和紀二州の山水

　奇蹟を記した漢文紀筏挿絵多し〕

［近晒／

　　、
からさき

辛崎紀行　　　　　　　　　〈124－230＞

　晶晶三司三三（『三三叢書』巻3Q

’の内）

同上　　　　 〈わ918－1＞

‘写（『今古残葉』第2冊の内），

．三塔巡礼記　　　　．’『・〈127∴1＞

　三条西公条　天文23成　刊’（『群書

　・類従』巻481，245冊の内）　　〔天文’

　23年京都の戦乱を避けて嵯峨二尊院

　に寄寓の折，叡山の三塔へ参詣した

　記〕㌻
　　　　　　　　　　　　J　　’

石山記行

　平　祐之

　冊の内）

　へ〕

　　　　　　〈わ918－2＞

写（『扶桑二葉集』第5

〔明和5年京から石山寺

向上　　　　 〈わ918－1＞

　写　（r今古三葉』第36冊の内）

一石山月見記、　　　　　　　＜127－1＞

　三条西公謡言・（r群書類従』巻

　481，245冊の内）　．〔天文24年8月

　京都から紫式部の源氏物語に材をも

　とめた連歌遊びのため石山寺に行ぎ

　し折の紀行〕

同．上　　　　　　　く138－23＞＜子一4＞

・写（r扶桑三葉集』巻25の内）

石山の記

　富士谷成章

　冊の内）

石山詣二二

　松永貞徳　写

　の内）

　　　　　〈わ918・一1＞

写（『今古残葉』第39

　　　　〈わ918－1＞

（『今古下葉』第9冊

同上　　　　 くわ918－2＞

写　（r扶桑残葉集』第4冊の内）

一52一



民国i

石清水参詣旧記　　　　　〈W227－2＞

　三条公睦　自筆　嘉永5成　横長大

　本

：竿置紀行　　　　’　　．　・〈101」15⇒

　梶野良材　天保？写．大　　〔京都力，

　ら木津に三七笠置へ向う道中記〕

や　せ

．八瀬の記　　　　　　　　〈わ918一工〉

　武者小路実陰雲（『今古残葉』第

　三三の内）

山城名所紀行　　　　　　．〈123－60＞

　皇都　弘章堂　山本長兵衛　正徳4

　刊　3冊中　〔京を初め山城各地

　の名勝記で地誌に近いが普通の地誌

　と趣を異にする〕

同上　　　　 くわ918－2＞

写（r扶桑聲葉集』第12冊の内）r．

雲のころも

　中島広足　写’中

　花見行〕

　〈W119－13＞

〔安政7年京の

けい

京遊出述　　　　．　　　．．〈1c41－95＞

　篠本　廉　安永6成一．写1、木　　〔安

　永5年著者京にとξまれる折，市内

　外名所旧蹟を遊覧して書留た記〕’

西京独案内

　永野孫次郎　写

　の内）

　　　〈229－226＞

（『永野氏紀行」2

高雄山巡覧記

清水谷実業写中
　葉を見るの記〕、

　＜31算≒一322＞

丁〔高雄山に紅

麺
北山殿行幸記！ttt、　t @く診210．4－54≧・

藤原（一条）経嗣写大〔応永、
　15年後小松天皇が足利義満あ北山別・

　荘に行幸された時の紀行〕

北山行幸記　　　　く138－23＞＜子一4＞

　藤原（一条）経回　写．（「扶桑言葉

　集』巻17の内）1一前書と同内容

同　上

　写　大

くわ304－54＞

清水寺花見記　　　　　　くわ918－1＞

　（雛屋）立圃　写　（『今古紅葉』第

　13冊の内）

一：　53　一

高雄山に紅葉を見る記　　〈わ918r2＞

　高松重季『写（『扶桑残葉集』第6

　冊の内）、．〔享保20年の紀行〕

同上　』　　　〈わgi8－1＞
　写（r今古残心」第26冊の内）．、前

書と同内容

都紀行　　　　　　　　　　く14Q7244＞

　萩原急増　元治2成　写　2冊（合

　1冊）　中　　〔元治2年都見物の時

　の日記〕

都の手ぶり　　　　：『　　’〈／106－18＞

　浅香山井（久敬）「元禄11活写

”6誇大　〔巻1　『ひなの道づれ」

　巻2～4　『九重のすさみ』、ン’巻5

　『越の家づと』’　巻6　　『鞍馬詣道



画

くさ及大原道の記』〕

大原記　　　　　　　　　．〈189－232＞

　写（r清水千清遺書』20の内）

大原紀行　　　　　　　　「〈おg18－1＞

　加藤盤斎（磐斎）写　（「今古三葉』

　第工4冊の内）

同上　　　　 〈わ918－2＞

　写　（r扶桑残葉集』第2冊の内）

難
嵯峨記　　　’　　　　　　〈127－1＞

　藤原（九条）穂通　天正元成、刊

　（r群書類従』・巻481，245冊の内）

　〔京から嵯峨へ遊びし折め記〕

嵯峨記　　　b　〈わ918－1＞
　雛屋立圃　写　（「今古三葉』第13冊

　の内）

同上　　　　 くわ918「2＞

　写（『扶桑心葉集』第12冊の内）

嵯峨名月記　　　　　　　　〈わ918－1＞

　六字堂宗恵　写　（「今古三葉』第12

　冊の内）

嵯峨遊覧記　　　　　〈138－23＞〈子L4＞・

　藤原（冷泉）為景　写　く『扶桑三葉

　集』巻30の内）

　し　かきき

」志加三　　　　　　　　　〈107－177＞

　　（堀内）三三　大阪　瀬戸物三三兵

一　54．一

衛等　享保13刊　中　　〔嵯峨小倉山

へ鹿闘き’に行った折の記〕

i丹後国i

てんぎょうゆうそう　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

天橋遊艸　　　　　　　　　く138－69＞

　藤原成藥　三徳堂蔵版　文政8識

　刊　大　　〔寛政6年天橋立に遊ぶ漢

文紀行〕

はしだて

橋立の道のすさ美

　山岡俊明　写　大

　すさみ』と三三

厘臨画

　　．〈212－95＞

r伊香保のくち

きのさき

城崎温泉紀行　　　　　　　く859－13＞

　罪　隆　安永4成　昭和10写　大

　（岩瀬文庫本の写）．

但馬紀行・　　　　　　　〈107－298＞’

　撫草庵（大西）寛雲　写　2冊　中

　〔江戸から東海道を大阪へ出，但馬

　へ向い近畿地方を巡遊して中山道を

　帰る〕

但艸1浴泉記　　　　・　　〈211－24g＞一

指　中　〔算政12年尾張熱田から伊

　勢1伊賀，大和，紀伊，和泉，摂津，

　播磨を経て但馬揚の島三三に浴し，

　丹後，丹波，山城，近江，伊勢を過

ぎ尾弾帰る・沿道の勝地を詳纏

　記す〕

但泉紀行　　．　　　　』〈2i3－279＞

　新宮涼庭（三国山人）　駆竪斎蔵版

　弘化3序“刊　大　、〔京から城崎温，

　泉へ赴ける漢文の道の記〕



湯島紀行　　　　　　　　’＜830－79＞

　永井精古　写　大　　〔淡路から城崎

　へ〕

縞島の道草　　く・9・一5・〉

　道生庵主人　京都　吉野屋甚助等

　天保9序　刊　2冊　中・〔生野か

　ら城崎ぺ〕

匿劉
播磨紀行　　　　　　　　　く107－76＞

　井田追回妻　天明5成　写　中

　〔天明5年伊勢から播磨に遊び京へ

　帰る〕、

医津国1

大阪一箪記　　　　　　　〈229－226＞

　永野孫次郎’写．（「永野氏紀行』3’

　の内）

金龍寺古三部伊勢三道の旧くわ918－1＞

　貝原益軒　写　（『今古三葉」17冊の

　内）

須磨日記　　　．〈202」176＞＜特2－670＞

　香川景周回弘化4旧刊・大層
　〔京から須磨明右の海浜，布引三布

　摩耶山に遊び，帰路昆三池古曽部等

　の古蹟を探る〕

須磨の記　　　　　　　　　くわ081－9＞’

　香川景周写（『中古叢書」第70冊

　の内）　前書と同内容

ときわ常磐日言己　　　　　　　　　’　　　　　　〈123－23＞

　土師熊手　写　（r三十輻』9の内）

　〔茨木常磐辺の旅行記〕

難波壮行　　　　　　　　ぐわg18－1＞

　京極長高　写　（「今古残葉』第23冊

　の内）　　〔享保9年江戸から東海導

　を難波へ〕

．同上　　　　　　’〈わ918－2＞

　写（r扶桑三葉集』第5冊の内）

遊難波記

　有賀長伯

　の内）

　　　　　　＜わ918－1＞・

写　（『今古三葉』第22冊

〔正徳4年京から難波へ〕

同　上　　　　　　　　　〈わ918－2＞

　写（r扶桑引回集」第9冊の内）

みのお
箕面山遊行の証

．井手寛斎　写

　の内）

選

　　　　＜牙っ918－1＞

（『今古三葉』第28冊

　　おんとう
有馬温湯記．　　　　’　－〈鶉3900＞

　林．道春（三山）堀正意（杏庵）

写　中　〔林道春は元和7年の夏，

　尾藩の儒医、堀正意は寛永4年秋前

　後に有馬温泉に入浴した折の漢文の’

　記。道春は温泉の由来と名所の吟緊

　詠，正意は紀行と温泉地熱の力を論

　じたもの〕．

’須磨の記　　　　　　　　　〈わ918－1＞

　写（「今古残葉』第1冊の内）

有馬山温泉記　　　く291．64－Ka183a＞

　貝原益軒　京都　茨城多左衛門　宝
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永8刊小　〔京から有馬への道の
記〕

同上　　　　　〈238－1＞
　写（「三宿雑記』34の内）、

壁
　　よしあきら
将軍義詮難波旧記　一　　〈わ915．4－5＞

　足利義詮　延宝5写　大　　〔貞治3

　丁丁から難波，住吉へ至る〕・

有馬日記　　　　　　　　　〈237－121＞

本居木平天明2上瓦大　〔天
　明元年伊勢から有馬へ〕

有馬入湯記　’　　　　　　〈104－231＞

　写：（r叢書温言』29の内）

有馬之日記　　　　　　tt〈244－409＞

　　（五流斎）三門’元文年三　刊　中

　大阪安堂寺町　村上清蔵彫工

　　〔浪花の俳文忌門が友人と元文3年
x

　7月から8月まで有馬温泉に入湯し

　つつ近在諸方に遊山俳会し暮す日

　．記〕．

温泉再遊　．　　＜232－172＞．〈鵯278＞

　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　を

g元政（日政）・自堅子序　刊

　（「温泉遊草』の内）L

　　ゆうそう
温泉遊心　’　　　　『’＜232」172＞

　釈　元三（日政）．三元二三　寛文

　8序　刊　中　付　『温泉再遊』．

　〔多病の三三は寛文6年と7年の2

　回有馬温泉に入浴し，ている。これを

　2回に分けて記したものそ初めが漢

’文，2回目は和文で記す。2回目が・

「温泉再遊である〕

温泉遊艸’　　　　　　∴1〈署島278＞

．釈　三三、（日政）　慶乖三富　寛文

　8旧刊回付　『温泉再遊』
．前書と同内容

一一　56　“

将軍義詮住吉勲記　　　　　＜202－94＞

　足利義詮’写　大　前書と同内容

住吉まうで　　　　〈138－23＞＜子一4＞．

　写（r扶桑拾葉集』巻14の内）前

　書と同内容

すみよし詣　　　　　『　　〈午40＞

　足利義詮　天明2年　大田南三三

　大　　「扶桑三葉集」よりの写　前書

　と同内容

住吉詣　　　　’　，　／’　　〈238－1＞

　足利義詮写（『鶯宿雑記』229の

　内）’前書と三内容

ぼうきよう

三三三殿住吉詣記　　　　　＜127－1＞

　足利義詮　刊　（r群書類従』巻333，

　172冊の内）　前書と同内容

匝内国1

河州天満宮参詣の記　　　．くわ918－1＞

　井神寛斎写（『今古残葉』第28冊

　の内）

中河内採薬三舎r @　　　〈わ499－15＞

　山本秀夫　昭和10回忌大　（岩瀬文

　庫蔵本の写）

1大z・国1

いがさ

藺笠のしっく ＜830LIS5＞ヒ



浴森三三（善臣）安政4成写
大〔安政4年大和国の名所旧蹟回

覧記〕

・奇縁行記　　　　　　　　　〈104－231＞

　木山　聚　写．（「叢書料本』：第26冊一

　の内），　〔吉野山及び大和名所遊覧

　記〕　　　　　　　　　　　1

ロつきがせ

月瀬三三　　　〈特1－232＞〈862－137＞

　斎藤正謙（拙堂）　管沼亭蔵版　事

　永4駿刊　2冊大付　『梅渓
　遊記』，　〔月瀬を有名ならしめた漢

　文遊記である。上巻は上野から月瀬

　に至る道案内，略図≧八景図，次に

　　『梅渓導記』下巻ぽ著考～三冠

　山陽等の月瀬に遊ぶ詩集〕、

ばいけい

梅渓遊記　　　　　　　　　　く鴉298ε〉

　斎藤正謙（輔翼）文政13成写

　大

’同上　　1＜特1」照2＞〈8与2斗37＞

　刊　（『月瀬記勝』の内）

大和廻覧道中臼記tt、．1〈831－72＞

　原　義胤て徳斎lt’　t文啄a威　自筆

　本’中　　〔文政8年江戸から大和国

　への洋舞記〕＼tt

大和めぐりの記t 　t D　　〈182－50＞

　員原益軒　京都／柳枝軒蔵版　享保

　6刊　ノ」ぐ〔京から大和への道の記〕

和州巡覧記、　　《291．65－Ka183y＞

　貝原益軒京都．柳枝軒蔵版　享保

　6刊　中　前書と同内容

一　57　．一

蟹
えぶくろ

秤a袋日記　』・，，　　　　＜io6－129＞

　本居大平　大阪　河内屋茂兵衛等

　嘉永7刊大・〔明和9年大平17才

　の折宣長と共に吉野へ遊べる道の

　記。三筆日記と同じ折の記〕，

おおみわさん

大三山上之記

　小林藤丸写大
　行〕

　　〈104－368＞

〔文化4年の紀

讐翻潭の早く・・2－99＞〈23・一98＞

　松花堂昭乗　加藤千蔭写　萬屋太治

　右衛門刊　東都　蘭香堂蔵版　寛政

　5刊大、〔寛永15年の紀行〕、『．

吉野上行、　　　　　　〈わ918－1＞

　松花堂三乗写（r今古三葉」第8

　冊の内）　前書と同内容

四脚
㈱
偽
肋
　
鄭’

剰

　
葉
　
残
　
桑
　
扶
　
σ

上・
三

年
・

しょうみょう

称名院殿吉野単記　　　　　く127－1＞

　三条西公条　刊　　（『群書類従』巻

　338，174冊の内）　通称　　『吉野詣

　記・〔天来22年の紀行〕

吉野詣記．　　　　　　　〈166L281＞

　三条西公準　刊．（『拾遺送行集」の

　内）tt前書と伺内容

同　上　　　　　　　　　　〈238－1＞

　写（『鶯宿雑記」234の内）

すががさ

菅笙日記

　本居宣長　伊勢松阪

　　〈140－58＞

柏屋兵助等

t



明和9旧刊　2冊（合1冊）　大

〔明和9年の春大平と共に吉野の

花見に赴いた折の紀行〕

はつうま

初午の日記　　　　　　　〈181－225＞

’荒木田麗女　安永6成　写　（『荒木

　田麗女著述書」2の内）

　　　　　　　　＼

都芳野花見記　　　　　　　くわ918－1＞・

　写（r今古若葉』第26冊の内）〔京・

・から吉野へ〕

ゆうほうざん

遊芳山言己　　　　　　　　　　　　　　　〈わg81－4＞

　中井積善（竹山）・写　（『三遠四三

　書』第34冊の内）　　〔漢文紀行〕

吉野三二　　　　　　　　　くわ918－2＞

　飛鳥井雅章写（『扶桑残葉集」第

　11詰め内）　・〔京から吉野へ〕

芳野紀行’@　　　　　　くわ918－2＞

　藤門周斎　写　（『扶桑残心集』第13

　冊の内）

吉野言行

　黒門周斎

　の内）

〈わ918－1＞

　写（『今古残葉』第33冊

前書と同内容

吉野日記ゴ

　小山田（高由）三三

　書』14の内）

・道に出て吉野へ〕

吉野め五行．

井神寛斎写

　の内〉

冊の内）

記〕

〔慶安元年吉野ぺ花見の

．芳野道之記　　　　　　　　〈わ918－1＞

　釈　湧蓮　写　（r今古残葉』第36冊

　の内）　　〔宝暦12年京から吉野へ花

　見の記〕

同上　　　　 〈わ918－2＞

　写（r扶桑明解集』第8冊の内）

吉野道の記

　養子　享保5成　写

　第22冊の内）

長谷

　はつせ
　三瀬紀行

　　儀同室司母　写

　　冊の内）

　くわ918－1＞

（r今古三葉』

　　　〈わ918－i＞

（『今古残葉』第2

　　　　＜188－33＞

　　写《『松屋叢，

〔甲州街道から東海

　　　　〈わ9．18－1＞・

（『今古残虐』第27冊

吉野花見記　　　　　　　　〈わ918－2＞

　加藤盤感応（『扶桑残葉集』第2

泊瀬記行　　　　　　　　〈124－230＞

　儀同室国母写（『桜園叢書』巻

　30の内）　前書と同内容

〈中国地方＞llllllSIIIIIIMItltllllllllMllll・llllllllI・1・・llll・1・

匪剥離に回るもの］
たみの　　し

田蓑の日記　　　　　　　〈102－14＞

　衣川長秋皇都　汲古堂　文政4序

　刊大’〔因幡から出雲へ至る〕

やつれ蓑の日記　　　〈915．5－Ki251y＞

　衣川長秋皇都丁字屋源次郎文

　政4序刊大付『美徳山紀行』
　『雨滝難行』　〔鳥取から出雲三保神

　社，伯誉の大神山に詣でた時の紀行〕，

同　上 〈24工一・118＞一

．一一@58　一



．大阪　堺屋定七　文政4序　刊　回

付　　『美徳山紀行』「雨冠紀行」

1伯劃
おおがみ

大神山詣記　　　　　　　〈108－247＞

　岡部春宰　金築春久注　写　大

塵到
あまだき

三滝試行〈915．5－1（i251y＞〈241－118＞

　衣川長秋　刊．（『やつれ蓑の日記』

、の内）

隠岐のすさび　　〈241－20＞〈188－109＞

　風水京井筒屋庄兵衛宝永2成
　刊　中　　〔宝永2年遠祖墓参のため

　隠岐へ赴く和歌俳譜紀行にして島の1

　状況描写にすぐれ流人3代目末次平

　蔵の末路をも記す〕’

かちみ’

勝見遊覧記　　　　　　　〈832－226＞

　寛政3成　写，3冊（合1冊）　申

〔寛政3年勝見の温泉へ浴せし折の

記〕

みとく

美徳山紀行

衣川長秋　写

の内）・

1出雲国1

　〈915．　4－Ki251y＞

　　　　〈241－118＞

（『やつれ蓑の日記』

出雲紀行　　　　　　幽　　〈830－174＞

　森　為泰　天保4～明治7成　稿本

　15冊（小本3冊，中本3冊，大本9v

冊）　　　　　I　　　K．

：第1，2冊　　『出雲大社詣』　：第3

冊『出雲国枕木詣』第4冊r出

雲二佐三三」　第5冊　『出雲国産土

詣』第6冊『出雲国清寸言』　：第

7冊　『出雲国大宮詣』　第8冊

　『出雲国天満宮詣』第9冊　『出雲

安来紀行』　『菅原詣」　第10冊　『出

雲三三三三』　：第11冊　『出雲国三山

参詣記』　：第12冊　r出雲国枕木山紅

葉狩』　第13冊　『出雲国三日記」

：第14冊　　『出雲国警日記』・：第15冊1

　『出雲国三島日記』　第16冊　『串雲

国鳥上山日記』．第17冊　『出雲三七

．聞記行』　第18冊　『出雲国阿之折紀

行』　第19冊　『石見国松川小林両家

一へ送る歌』　第20冊　『出雲国地震

記』　第21，22冊　『石見国高津詣』

出雲路日記，　　　　　　　〈107－89＞

　藤井高尚　文政13成　写’中　’〔備’

　中吉備津宮の祠官である著者が文政

13年2月下旬に出発し，美作伯書を

　越え出雲大社に詣で旧β月朔日から

攣る祭祀を見学して帰る往復日記〕

雲州紀行　　　　　　　　〈103－210＞

　鄙儒山　元禄3成　近世後期写「

　中　　〔漢文紀行〕’tt

かいきつだん

懐橘談　　　　　〈126－16＞

　黒沢石淋承応3成写3冊大
　〔茸蔵を出て難波へ至り，兵庫，須

　磨明石等を経て備前美作を過ぎ出雲

　に至る。出雲に入りて地誌を詳かに

記す〕

厘国1
ヒゆ　の　つ

温泉津日記

　飯田慎平（篤老）

　　　〈188－89＞　・

広島，春魚　隅

一59一



田屋平蔵等　篤老園蔵版、文政2畠

中　　〔文化10年2月，病気治療のた

’め50日間におたり広島から石見国の

温泉をめぐり歩いた折の俳譜紀行〕

、従』巻333，’172冊の内）　・〔将軍足

利義満の康応元年3月4日出発同28

日に帰営した厳島詣に随従した今川

了俊の紀行〕

厘垂］

K吉備津宮参詣の記　　　　〈わ918－1＞

　二神寛斎写一（r今古残葉』第28冊

　の内）

備中州巡礼略記　・　　　〈199－313＞

　柳井重法　寛政2序　刊　小　　〔酉

、個巡礼三十三ケ所を擬て備中霊場を

　巡礼する為の道中案内記〕

同　上

　写（「三宿雑記』230の内）

鹿苑院義三二厳島二二

　今川了俊（源貞世）

　前書と同内容

〈238－1＞

〈わg15．4－6＞，

寛文6写　大

厳島丁台記　．　　　　　．〈166－281＞

　今川了俊（源貞世）　刊’（「拾遺意

　行集』の内）　前書と同内容

塵〔1
こうようせきょうぞんしや

黄葉タ陽村舎綿行　　　　　く鴇809＞

　河崎弼（三軒）．大阪，種玉堂，

　河内三儀輔．．天保11刊　中　．、〔文化

　12年江戸から菅茶山の学舎づ至る漢

　文紀行〕

洞．・h　　　9、　　，　・　〈鵠8玉0＞

　京都　菱屋友七等　嘉永3刊　中

　前書を補刻校正したもの

1安芸副

広島日記幽　　　　　　’〈127－116＞

　古屋景明　写　中　’〔元治元年征長

従軍日記〕『

厳島

　ろくおんいんどの

　鹿苑院殿厳島詣記

　　今川了俊く源貞世）

　　＜127－1＞

刊　（r群書類

　　ここう
厳島御幸の道の記　　〈138－23＞〈三二4＞

’今川了俊（源貞世）　写　（『扶桑拾

　葉集』巻15の内）　前書と同内容

’厳島御幸の道の記　　〈138－23＞’〈子一4＞

　土御門通勢門（r扶桑拾子集』巻

　一：　8の内）　　〔治承4年高倉天皇厳島

　御幸の節供奉の記〕

高倉院厳島御幸記　　　　　　く238－1＞

　土御門二親写（『鶯宿雑記』230

　の内）　前書と同内容’

同　上　　　　　　　　　　　〈127－1＞一

　刊　　（『群書類従」巻329，170冊の

　内）

‘図画’

しょうとうゆうそう　ヒ

小束山草

　嘉永6成．写　中

　　＜男鳥2072＞

〔太宰府から長

＝66一



門への漢文紀行〕

〈四国地方〉一111111si…Ill・・llTl］［llltllllUIUMMI［ltll“lll’

匝副
い　や

祖谷紀行幽 @　　　　　　〈101－g4＞

　菊池三三（高州）　写　大　〔寛政

　5’年三州西南のほとり美馬郡祖谷へ

　の紀行，挿絵あり〕

匝下国1

いよ日記，　　　　唱’　〈104－231＞

　保見文陸　天保10成　写　（『叢書料

　本」第15の内）　　〔江戸から伊予松．

　山へ帰省の際の和歌紀行〕

伊予の国道の記　　　・　〈235－98＞

　斎藤柏樹　写　中　〔文久3年江戸

　から伊予への和歌紀行〕’

匡佐劃

　あがない

’瞳日記「 @　’　　　〈わ218－2＞

　　渋柿帯成　文化3成’写　（r土佐国

　　群書類従』’巻103，123冊の内）

朝倉紀行

　尾二二蔵（春水）

（『土佐国群書類従』巻103，

の内）

い　そやま

伊曾山の日記

　小松春盛

　　、〈わ218－2＞

三明2成写
　　　　123冊

〈わ218－2＞

　　　　　写、（『土佐国群書類従』

巻107，127冊の内）　　〔元治元年高’

知から室津へ至る〕・

一61一

いそ湯の家づと　　’　　くわ218－2＞

　慶応元成’写（『土佐国群書類従』

　巻1071．127冊の内），

稲荷詣の記　　　　　　　　くわ218－2＞

　内田みとる写（r土佐国群書類従』

　巻106，127冊の内）、

いまはじめ

今町の下草　　　　　’　　〈わ218－2＞

　写（「土佐国群書類従』巻105，125

　冊の内）　　〔慶応3年春初から高知

　へ至る〕

うないのさへっり　　　　〈わ218－2＞

　今村、楽　写　（r土佐国群書類従』

　巻103，123冊の内）　　〔寛政7年土

　佐東海岸遊行の記〕

えびすおとこのみちゆき

夷男臼・行　　　　 〈わ218－2＞

　写（『土佐国群書類従』巻105；125

　冊の内）　　〔弘化2年土佐浦勇魚取

　遊覧の記〕

おとなし　

三無紀行

，黒岩慈庵　写

　巻101，123冊の内）

〈わ218L2＞

（「土佐国群書類従』

・〔漢文紀行〕

きたやま

北山紀行　　　　　　　　　　　　〈わ218－2＞

　山内豊：雍　明和3成鳥　（r土佐国

　群書類従』’巻101，121冊の内）

きんぶせうにもうずる

・詣金峰山紀行　　　’，．　　〈わ218＃一2＞

　明和7成写r（土佐国群書類従』

　巻104，124冊の内）

斎藤三水日記　　　　』　．〈あ2i8－2＞

　斎藤沖台　元禄16成〒写』（r土佐国

　群書類従』巻100，120冊の内）



佐川の旧記　　　　tt　　〈わ218－2＞

　中城暗三三（『土佐国群書類従』

　巻104，124冊の内）

春水紀行　　　　　　　　　〈わ218－2＞

　三池三蔵（春水）’写　（「土佐国群

　書類従』巻103，123冊の内）　　〔民

　情視察のため土佐全土を巡回した折

　の記〕

ちよくりょう

三態紀行　　　 ・＜わ218－2＞
　写（「土佐国群書類従』巻102，122

　冊の内）　　〔天文元年高知から宿毛
・’

ﾖ至る〕

にらふら

貫生の二つと　　、　　・　〈わ218－2＞

・写　（『土佐国群書類従』巻107，127

・冊の内）　　〔文化11年大湊から香美

　郡三生の郷へ至る〕

ほうあんはくりゆうヒ

鵬群婚龍紀行　　　　　　〈わ218－2＞

　写　（『土佐菌群書類従』．ig104，124

　冊の内）　　〔嘉永6年堂島；龍亭主

　記〕

みさきのみちくさ

岬冷点　D”1〈わ218－2＞
　写　（『王佐国群書類従』巻105，125

　冊の内）　〔嘉永5年豊岡の方丈と

　いう人物が三崎へ参詣レた折に随行

　した時の日記〕　』　　　　　・’

むうつ

室津御紀行　　・　　　　《136－16＞

　山内豊道著・宮地仲枝豆嘉永2写

　木　　〔文化8年画意ありし折の記〕

横倉山詣之記　　　　tt’　〈わ21β「2＞

　写（『土佐国群書類従』巻104，124

　冊の内）．〔文政2年佐川領czi）ma倉

　　宮へ参詣した往復の記〕

〈九州地方＞11111［11111111111111111111tll［lllll［1111111tlltllltHMISI，

・匝響町こわたるものi

うら　　　　　　　　　　　　　　　　　』

三野しるべ　　　　＜915．5－N568u2＞

　中島広足　手稿本　文政6’大

　〔熊本から長崎へ至る〕

九州紀行

　佐藤信淵　明治20写　大

〈210－301＞　，

春遊三三南三三　　　　　　く鴉1695＞

　石川剛（三岳）・文化10成写

　大〔漢詩文紀行〕

旅の恥かきすての日記　1わ291．9－1＞

　燕石墨守（富永治右衛門尉）　弘化

　年間　手稿本　2冊　大・扉「西遊・

　日記」　　〔天保15年・．改元されて弘．

　化元年九州各国遊覧の記〕

筑紫紀行．　　　　　　　〈211－546＞

　吉田重房（菱屋平七）　名古屋永

　楽屋東四郎等　文化3刊　10冊　中

　〔尾張名古屋肥前長崎往復の紀行に

　レて長崎の記事最も詳しい〕さ

紀行　　　　　　　　　　〈わ291－5＞

　吉田重房（菱屋平七）写2冊’

　大　　（『静山叢書」の内）　内題「筑

　紫紀行」　前書と同内容

筑紫記行　　　　　　　　・〈わg18－1＞

鷹見皆具　写　（「今古残葉』第27冊

　の内）

筑紫紀行平群　　　　　　　．くほ二68＞層

　前言天明6成写5冊大・

．　62一．r



〔江戸から九州往復の記〕

筑紫巡遊日録　　　　　　　　〈せ一95＞

・丸山可澄　稿本　貞享2、大　付

　『西遊紀行」　　〔貞享2年江戸から

　筑紫へ至る。途中の地誌，旧蹟等を

　大略に記す〕

とこよちの日記　　　〈915．5－N568t＞

　中島広足　手稿本　支政9成　大’

　〔長崎か5熊本への紀行〕

・南遊紀行　　　　く214－40＞〈署島2837＞

　亀井魯（南演）空中〔安永
　4年熊本，柳川等への漢文紀行〕

のちのゆめじにつき

後夢路日記　　　　〈915．5－N568n＞

　中島広足　文政6成　手稿本　大

　　（熊本から長崎間の紀行〕

ふくろう

臭日記　　　　　〈107－25＞
　支考　写　中　〔元禄11年6月大阪

　から海路九州に赴き同年9月下関へ

　帰着するまでの日記〕

ふなじのなやみ　　〈915．5－N568h2＞

　中島広足　文政6回忌手稿本　小

　〔江戸へ行かんと三佐の港を出たが

三三で風浪に悩まされた折の記〕

夢路日記　　　　「〈915．5－N568y（s）〉

　中島広足　文政7成手稿本・大

　〔熊本から長崎への紀行〕

1ゆめ路日記　　　　　〈915．5－N568y＞

　中島広足　文政7成　清書本　大’

　前書ど同内容

国三豊

豊州紀行　　　　　．・　・〈103－161＞

　貝原益軒　元禄7成．写　中　原表

　紙に篤斎叢書86とあり　〔元禄7年

　4月福岡荒津の宿を立ち，豊前，豊：

　後を歴覧し，．福商へ帰るまでの記〕

1肥前国i

かばしま　　　　　　　　　　　　　　　　　

樺島旧風記　　　　　　　〈W119－9＞

　中島広足　自筆本　大　　〔文政11年

　8．月長崎から舟路熊本への帰路樺島

　で台風に合いたる折の記〕

同『 縺@　　　．’　　　　〈W319－6＞

　中島広足　題籏に自筆草野とあり

　大　前書と同内容

向上．

　明治29写　大

〈119－15＞

三三　 、、、
q915．S－Ns68k2＞

　江戸　英　大助，大阪．秋田屋太右

　衛門　天保4序・刊　大

さ　が

・佐嘉日記　〈915．5－N．　568s＞、〈106T89＞

　中島広足　長崎　小野左右助等　嘉

　永6刊夫’〔長崎から佐嘉への紀

　行〕

し　きおうろく

聖霊芝之　　　　　　　　　〈229－20＞’

　孝良倉．（東回）写回付
　．『二月廿六臼踏銅像門並主命行事』

　r入京記』　r出京記』　「日光紀行」

　〔嘉永4年熊本から長崎へ至る漢文「

　紀行〕

一63一



即
けいほ

三浦日記

　写

　〔四声から長崎へ〕・

層〈わ081－9＞

（r中古叢書」第74冊の内）

離麟紀行 〈139－175＞

長久保赤水　大阪　河内屋太助等

文化．2刊　、2冊　大　層〔明和4年三

民受取のため水戸から長崎へ赴きし

弾め紀行にして長崎の記事多く，蘭

人，唐人や異国の物産風俗を挿絵に

している〕

長崎紀行　　　　　　　　　，＜839－92＞・

　長久保赤水　摂i津　浅野弥兵衛等’

文化2刊大前書と同内容

『長崎行役日記　　　　　　　　〈238－1＞

　長久保赤水　写　（「三宿雑記』96の

　内）　前書と同内容

1肥後論

判のやまふみ　　’　〈915．5－N568a＞

　中島広足（自筆本か）　文政3成

　大〔熊本付近の紀行〕

かくめい

弓鳴私記・　　　　　　　〈i66－113＞

　，木下業広（犀潭）　写’大　　〔弘化

　元年肥鋒熊本領内の漢来紀行〕．

きんかい
，金海山詣記　　・　　〈915．　S＝Ns6sk＞

　藍島広足　手稿本．天保3成　大

　　〔熊本ふら八代への紀行〕

はうざん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　ち

峰山日記　　　　　　　く107－133＞

　亀井翌（昭陽）　写　2冊（合1

，冊）　中　　〔文化6年肥後周辺にあ

る外国船渡来を知らせるのろし山視

察の漢文の記〕

’同　上

　写　3冊　中

塵国1

〈鴉3381＞

いにしへの風　　　　　　．〈140－21＞

　赤崎禎幹　寛政4芝山三豊：三三　写

　大　　嶢政3年12．月9日薩摩侯真崎

　加久藤へ狩せる折の記〕

三位嶋山記　　　　　　　　〈特7－538＞

　田代安定　伊藤圭介手写x中

〈外国＞1…1・II・［ltlllll・MIIIItll［1［llll・11・…lilllll．ll．lllllllilIt”tl’1：

／樺太等1

　　からふと
甲南唐太日記　　〈113－40＞’〈特1－222＞

　　　　　　　　　　　〈特1－2457＞

　鈴木重尚著　松浦武四郎注　日本橋

　播磨屋勝五郎蔵版．安政7刊　絵・・

　地図入り　2冊　大　〔嘉永7年樺

　太への記〕

近藤重蔵巡夷録　　く292．99－Ko　5gsk＞

　近藤守重著立嘉直写安政4
．潤

しゆうほくろく

終回録　　　　　　〈191－331＞

　高津泰（三川）　会津高橋三友

　干亭蔵版　安政4刊　中

藁軽紀行　　　’〈・・44一・82＞

　、間宮林蔵写・3冊（合1冊）、中

　絵入り　〔間宮林蔵が幕命に柔り文

一　64　一一



化5年再び樺太から満州（中国東北

．部）へ入って探検レた報告記〕

匝国／

こう　ほ　し

黄白誌　　　　　、　　　　〈113－153＞

　盛大〔文久＄年軍艦奉行山口挙

　三等の上海行の紀行〕

匡画
　あごくじょうげ

・亜国上下回外日記並山木写真・

　　　　　　　　　　　　　〈i31－99＞，

　　小杉雅之進万延元成写大

　　・〔万延元年遣米使節に伴いし折の日

　　記〕・

亜国条約使節日記　　　　　＜856－67＞

　有無散人・元治元成　写　（『二里問

　答」の内〉　　〔万延三年回米使節に

　伴いし折の日記〕’

環海航路日記　　’　　tt〈118－143＞

　広瀬三章（旧庵）　’万延元成『刊

　2冊大’〔万延元年遣米使節に伴

　い軍艦ボー容タン号に同乗した時の

　日記〕

同上　　　・t・、’〈862－1＞

　広瀬包章（保庵）　広瀬k孝；．愛親

校写中（r漂流記叢書』§1ん97

　の内）

航海日誌　　　　　、’「〈854・一54＞

　石川鑑吉　文久元三　2冊　中

　〔万延元年旧来使節た伴いし折の日

　記〕　　　　　　　／t

一65一

回米記　　　　　　　　　　〈834－49＞

　写6冊大〔万延元年遣米使節
に伴いし折の記〕

酒米日録、　　・　〈189－305＞

　玉虫茂誼（左太夫）一撃7冊（合

　4冊）　中’（万延元年遣米使節に

』伴いし折の記〕

航海日記　　　　　．　　　〈862－1＞

　玉虫茂誼（左太夫）　明治3写　中

　（『漂流記叢書』，91～97の内）　前書

　と同内容

ふたよがたり

二夜語　　　　　1　　　　〈211796＞

　加藤綿毛稿　水野正信談　写　4冊

　（合2冊）　中　　〔万延元年遣米使

　節に伴いし折の記〕

同　上

写　3冊　中

〈191－335＞

め　りけんド

米利堅紀行　　　　　　　〈229－224＞

　元治元写　3冊　中　　〔万延元年遣

　米使節に伴いし折の記〕

疲州1

三一漫録　　　　　　　　〈23g＿11g＞

　市川　渡　写　6冊　中　〔文久元

　煙幕使に伴いし折の記〕

おうせい　　　　　　　　　　　げ

三障紀行　・　　　　　　〈特1－2290＞’

　高島祐啓（久也）　回想帯解梓　慶

　応3刊　3冊中　〔文久元年12月

　幕使に加わ．り，三三を巡歴した折の

　記。江戸一長崎一香港7セイロソー

　アラビア一際イローフランスーイギ、



　　リ1スー・一：一三ランダードイツーロシアー

’t

Wブラルタルー江戸〕

跨31日三
三
　
づ
　
音

・
　
の
　
浪
　
『
　
写
　
合
　
中

上　
三

三
、

欧西行記

　高島祐啓（久也）

　’中　前書と同内容

ロこうせい

：三三旧記

　岡田三蔵写中

　　　〈8’31－97＞

自筆本　20冊

　，〈239－109＞

〔慶応元年外国

奉行に随い英仏へ赴いた｛blの記〕

三国1

かんかい

環海異聞　　　　　一　　　　＜862－1＞

　16冊　大　写《「漂流記叢i書』’51の

　内）　　〔寛政5年仙台の漂流民が露

　船に救助され露国に滞在，文化元年

　に送還される迄の経過を仙台藩の役

　人に述べたもめσ露国の風俗等に詳

　しい。i挿絵あり〕

（たぐち・えいいち　国会分館主査）

（こいずみ・きよこ　一般参考三三主査）

ゴ、
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